
可憐に咲く花
� 安宮神社のみやこわすれ

76
2018.7.

筑北村　村報・議会だより・公民館報



村報
筑北
第77号

平成30年7月19日発行

編集　筑北村総務課
〒399-7501
長野県東筑摩郡筑北村西条 4195 番地
電話　0263-66-2111
FAX　0263-66-3370
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筑北村の人口
総人口 4,643 人

男 2,298 人

女 2,345 人

戸　数 1,868 戸

（平成30年6月30日現在）
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本城・坂北地域限定 平成３０年７月２日（月）から

◇新公共交通システムについて

◇時間帯デマンド型乗合バスとは（本城・坂北地域限定　区域運行）

◇村営バス（現行のバス）と何が違うの？

　○運行時刻（運行ダイヤ）　午前9時～午後3時まで

　○利用料金（村営バス運賃と同額）

筑北村では、より利用しやすい効率的な村営バスの運行を目指して、現
在、新公共交通システム（時間帯デマンド型乗合バス運行システム）実証
実験運行を実施しています。
「地域の足」である公共交通を維持するためにも、大勢の村民の皆様の
ご利用をお願いいたします。

デマンド【demando】とは、需要・要求などを意味する言葉です。こ
の言葉どおり、デマンドバスとは利用者の希望に応じて運行されるバスの
ことを言います。
　電話で予約し、自宅付近のデマンドバス停で乗り、行きたい場所の最寄
のバス停で降ります。順次まわりながら、それぞれの目的地で降ろす「乗
合」方式のバスです。
　午前 9時から午後 3時までの時間帯に限り、デマンドバスとして運行
しますが、午前 9時までと午後 3時以降は今迄通り定時定路線バスとし
て運行します。

もっとも大きな違いは、利用者の予約を受けてバスが運行されることです。また、バスの車両
がこれまでのバス車両（14 人乗り）からワゴン車タイプの小型車両に変更されるため、山間部
などの細い道にもバス停を設置し、利用者の自宅近くまで送迎できるようになります。
なお、7月 2日からバス運行は、村から委託を受けた民間タクシー事業者が行います。

デマンド型乗合バスで移動できるエリアの範囲は、本城・坂北エリア全域です。
停留所は、現行の「定時定路線のバス停」に加え、新たに「デマンドバス運行用のバス停」を

増設して実証実験運行しています。（詳しくは 6月配布のパンフレットをご覧ください。）

筑北村デマンドバスの実証実験運行を開始しました

運　行　エ　リ　ア 運行車両 エリア全域の運行ダイヤ

本城・坂北エリア全域
 主な停留所
 筑北村役場前　筑北村図書館

JR 西条駅・坂北駅　　等

１号車（本城）

２号車（坂北）

予備車

９：００～
１０：００～
１１：００～
１２：００～

１３：００～
１４：００～
１５：００まで

合計　６便

※　予約については、乗車希望日 7 日前から乗車希望日前日の午後 4 時までとします。
導入車両イメージ

利 用 料 金　　１人１乗車（最寄のバス停～目的地バス停間）
○大　人・・・・・２００円　　　　　○高校生以下・・・・・１００円

※　高齢者（70 歳以上）・障がい者等は、１００円乗車証等の提示により１００円となります。
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◇利用方法について

◇その他

１　まずは事前の登録！
・利用する場合は、事前に登録が必要となります。利用登録証等を交付します。
・登録票は、筑北村総務課・坂北支所・坂井支所にあります。予め登録をすることで、バス
をスムーズに配車することが可能となりますので、多くの方の登録をお願いします。

２　利用前に電話で予約！
・利用については、電話での完全予約制となります。予約については、下記の手順で行います。

本事業は、本城地域及び坂北地域内限定で実施する、「実証実験運行」です。坂井地域の現行
の定時定路線方式によるバス運行は変更ありません。
「実証実験運行」を一定期間行い、乗降者数や乗降場所など村民の皆様からご意見をお伺いし、
課題等を反映して、新たな公共交通スタイルの確立を目指します。

　この事業は、平成３０年度　長野県地域発　元気づくり支援金を活用して実施します。

３　当日は、予約時に伝えた乗車場所から利用
・利用する便の変更やキャンセルがある場合は、必ず予約受付センターに連絡をお願いします。

○予約受付時間（平日のみ）：午前９時００分～午後４時
　（利用する場合は、前日までに予約をしてください。
　　月曜日に利用する場合は金曜日までに予約をしてください。）
○予約の受付は、利用日の 7日前からとなります。
○利用したい便の時間を申し出てください。
　（申込み例：○月○日の 9時便・○○バス停から○○バス停まで。
　帰宅時にバス乗車を希望する場合も同時に予約）
○予約で乗車定員が満員になった場合、その便の受付
は終了となります。（車輌　２台で対応します。）

デマンドバス交通の登録・問い合わせについては
筑北村　総務課　公共交通担当　ＴＥＬ：６６－２１１１まで

《予約・受付については》予約受付センター　６６―２３００　へ電話予約
予約・受付時間（平日のみ）：午前９時分～午後４時

《予約での確認事項》

①自宅の電話番号
②利用する方の名前
③乗るバス停と降りるバス停
④利用したい日と運行便時間

愛称　「筑北デマンドバス　えべさー」
筑北地域でも年配の方を中心に使われている「えべ」（行こう、

行こうよ、行きましょう）という意味の方言をもとに、地域住

民の皆さんが普段からお互いに誘いあったり、連れだってこの

バスを生活の足として利用し慣親しんで欲しいという願いから

付けた名称です。
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平
成
30
年
８
月
か
ら
子
ど
も
医
療

費
が
現
物
給
付
化
さ
れ
ま
す

18
歳
到
達
年
度
末
ま
で
の
お
子
様

に
対
し
福
祉
医
療
費
給
付
金
「
現
物

給
付
方
式
」
を
導
入
し
ま
す
。

現
在
、
医
療
費
は
一
旦
窓
口
で
支

払
っ
た
後
に
口
座
振
込
で
給
付
し
て

い
ま
す
が
、
平
成
30
年
8
月
1
日
診

療
分
か
ら
、
県
内
の
医
療
機
関
窓
口

で
の
支
払
が
、
１
カ
月
１
レ
セ
プ

ト
（
診
療
報
酬
明
細
書
）
ご
と
に

５
０
０
円
ま
で
に
な
り
ま
す
。

受
給
者
証
の
様
式
が
変
更
に
な
り

ま
す
の
で
、
７
月
末
ま
で
に
住
民
登

録
の
あ
る
住
所
へ
郵
送
し
ま
す
。

8
月
か
ら
現
在
の
受
給
者
証
は
使

用
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
ご
留
意

く
だ
さ
い
。

　平成30年度

長野自動車道沿線騒音調査等結果公表について

　村では、長野自動車道沿線の騒音等を把握するため、毎年村内２地点（坂北向原地区、坂井古

司地区）において騒音レベルや交通量を調査しています。

　平成 30 年度は、平成 30 年５月３日（木）午前 10 時から５月４日（金）午前 10 時まで調

査を行いました。調査結果は、２地区ともに下記のとおり環境基準を下回っています。

　また、当該時間内における長野自動車道の１時間当たり平均交

通量は、安曇野 IC ～麻績 IC 区間で昼間（午前６時～午後 10 時）

2,298 台、夜間（午後 10 時～翌午前６時）452 台、麻績 IC ～

姨捨 SA（スマート IC）間で昼間 2,317 台、夜間 457 台という

結果になっています。

環境基準との比較

 単位：dB

調査地点
等価騒音レベル 環境基準

昼間 夜間 昼間 夜間

坂北（向原地区） 64 56 65 60

坂井（古司地区） 62 58 65 60

※昼間：午前６時～午後 10 時、夜間：午後 10 時～翌午前６時
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筑
北
村
消
防
団　

松
本
消
防
協
会
ポ
ン
プ
操
法
大
会

 

～
応
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
～

ふ
る
さ
と
筑
北
応
援
寄
附
金
（
ふ
る
さ
と
納
税
）

平
成
29
年
度
も
大
勢
の
村
内
外

の
皆
様
に
「
ふ
る
さ
と
筑
北
応
援

寄
附
金
」
と
し
て
多
く
の
応
援
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

平
成
29
年
度
か
ら
、（
株
）
Ｊ
Ｔ

Ｂ
に
委
託
を
行
い
寄
附
を
し
や
す

い
環
境
づ
く
り
を
行
っ
た
結
果
、

寄
附
額
の
増
加
に
繋
が
り
ま
し
た
。

寄
附
を
い
た
だ
い
た
お
礼
に
は
、

筑
北
村
の
は
ぜ
か
け
米
、
味
噌
や
、

直
売
所
の
品
物
の
ほ
か
、
工
芸
作

家
さ
ん
の
作
品
の
充
実
等
、
魅
力

あ
る
返
礼
品
を
揃
え
ま
し
た
。

皆
様
か
ら
い
た
だ
い
た
「
ふ
る
さ

と
筑
北
応
援
寄
附
金
」
は
、
テ
ー
マ

区
分
に
沿
っ
て
、福
祉
医
療
給
付
費
、

松
枯
れ
対
策
事
業
、
子
育
て
支
援
の

活
動
費
、
図
書
館
の
活
動
や
、
図
書

の
購
入
費
、
は
ぜ
か
け
米
普
及
促
進

事
業
に
、
そ

れ
ぞ
れ
活
用

さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

栃・汁椀夫婦セット

平
成
29
年
度

　

寄
附
件
数
と
金
額

寄
附
件
数 

２
，
５
０
４
件

寄
附
金
額

　

２
５
，
８
９
６
，
０
０
０
円

７
月
１
日
（
日
）
筑
北
村
防
災
公

園
及
び
本
城
グ
ラ
ン
ド
に
お
い
て

松
本
消
防
協
会
主
催
の
ポ
ン
プ
操

法
・
ラ
ッ
パ
吹
奏
大
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

筑
北
村
消
防
団
か
ら
は
、
ポ
ン
プ

車
操
法
の
部
に
各
分
団
か
ら
選
抜
、

編
成
さ
れ
た
チ
ー
ム
で
出
場
し
ま

し
た
。

消
防
団
員
が
減
少
す
る
中
、
各
分

団
の
応
援
協
力
を
い
た
だ
き
、
１
月

か
ら
大
会
に
向
け
練
習
を
開
始
し
、

早
朝
や
夜
遅
く
ま
で
操
法
訓
練
を
重

ね
本
番
に
臨
み
ま
し
た
。

大
会
当
日
は
、
梅
雨
の
晴
れ
間
と

な
り
、
非
常
に
蒸
し
暑
い
中
で
は
あ

り
ま
し
た
が
、
練
習
の
成
果
を
発
揮

す
べ
く
精
一
杯
の
操
法
を
披
露
し
て

く
れ
ま
し
た
。

選
手
、
各
分
団
長
を
始
め
団
員
や

支
え
て
く
だ
さ
っ
た
家
族
の
皆
さ

ま
、
大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。
ま
た

駐
車
場
を
提
供
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
会
場
周
辺
の
事
業
所
の
皆
様
大
変

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
後
と
も
消
防
団
活
動
へ
の
ご
理

解
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

消
防
団
で
は
、
団
員
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
お
近
く
の
消
防
団
員

ま
た
は
総
務
課
総
務
係
（
電
話
66
―

２
１
１
１
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。



6

農業を経営する皆様へ
平成31年 1月から全ての農産物を対象に収入減少を補てんする

「収入保険」
� が始まります！

農業で新しい品目の導入、　販路拡大などに
チャレンジしたいんだけど、様々なリスクが
あるんだよねー。

大丈夫、収入保険に
まかせてください！

自然災害や病虫害
などによる収量減少

市場価格の低下

倉庫が浸水して
売り物にならない

取引先が倒産

盗難や運搬中の事故 輸出時の為替変動

災害により作付不能 けがや病気で
収穫ができない

収入保険は様々なリスクから
農業経営を守ります！！
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様々なリスクに備えて収入保険に加入しましょう！
青色申告を行っている農業経営者が対象です。

どのくらいの補てんになるの？

掛金はいくらくらいなの？

基準収入 300 万円の場合、保険期間の農業収入が
270万円を下回った場合に補てんされます（注 1）。

　〈補てん金額のイメージ〉
　　例えば、
　　保険期間の農業収入が 240 万円なら 27 万円
　　（積立方式の補てん 27 万円）

　　保険期間の農業収入が 210 万円なら 54 万円
　　（積立方式の補てん 27 万円、保険方式の補てん 27 万円）

　　保険期間の農業収入が 150 万円なら 108 万円
　　（積立方式の補てん 27 万円、保険方式の補てん 81 万円）

（注 1）掛捨ての保険方式の補償限度 80％と掛捨てではない
積立方式の補償幅 10％で加入した場合です。

基準収入 300万円の場合、9.1 万円
です（注 2）。

（掛捨ての保険料 2.4 万円（保険料率 1.08%）、
掛捨てではない積立金 6.8 万円）

（注 2）掛捨ての保険方式 80％と掛捨てではない積立方式
10％で加入した場合です。保険料は 50％、積立金は
75％の国庫補助を適用した金額です。

（※）保険金の受取りがなければ、翌年保険料率が下がります。
（※）この他に事務費（初年度 1.0 万円、２年目以降 0.9 万円）

が別途必要です。

規模拡大などを
反映した基準収
入の試算ができ

ます！

農業共済・ナラ
シ対策などの類
似制度との掛金
や補てん金の比
較ができます！

各種試算は
ＮＯＳＡＩ長野

HP から！

NOSAI 長野のホームページはこちら

http://www.nosai-nagano.or.jp

長野県農業共済組合 本　所　　　　　 　☎ 026-217-5919
中信地域センター 　☎ 0263-40-2500

不明な点は長野県農業共済組合へお問い合わせください。　筑北村産業課
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地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動
報
告

～
新
任
協
力
隊
の
ご
紹
介
～

◇
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
係
所
属

 

浜
辺
篤
伸

こ
の
度
筑
北
村
の
地
域
お
こ
し
協

力
隊
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
、
浜
辺

篤
伸
（
は
ま
べ
あ
つ
の
ぶ
）
で
す
。

高
校
生
ま
で
大
阪
で
生
活
し
、
大
学

生
に
な
り
長
野
へ
や
っ
て
来
ま
し

た
。
筑
北
村
に
は
１
年
に
数
回
来
る

こ
と
が
あ
り
、
大
自
然
に
囲
ま
れ
た

村
と
い
う
印
象
で
し
た
。
趣
味
は
身

体
を
動
か
す
こ
と
で
、
ス
ポ
ー
ツ
は

大
方
出
来
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
筑
北
村
に
つ
い
て
知

ら
な
い
事
が
多
い
の
で
、
１
日
で
も

早
く
馴
染
め
る
よ
う
、
村
の
行
事
や

大
会
に
積
極
的
に
参
加
し
、
皆
様
と

交
流
を
深
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
村
の
皆
様
と
一
緒
に
ス

ポ
ー
ツ
を
通
し
て
身
体
を
動
か
し
、

「
業
務
報
告
」

村
の
知
名
度
を
上
げ
る
た
め
に
、

日
々
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
発
信
か
ら
イ
ベ
ン
ト

運
営
、
は
た
ま
た
デ
ザ
イ
ン
業
務
ま

で
様
々
な
こ
と
に
力
を
入
れ
て
い
ま

す
。
こ
こ
数
ヶ
月
は
、
特
に
充
実
し

た
活
動
が
出
来
た
な
と
思
っ
て
い
ま

す
。
そ
れ
を
振
り
返
っ
て
み
ま
し
た
。

①
四
阿
屋
山
で
文
化
祭
を
開
催
②

修
那
羅
で
ロ
ッ
ク
を
ガ
ン
ガ
ン
聞
く

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
③
田
舎
の
リ
ア
リ

テ
ィ
を
追
求
し
た
ブ
ロ
グ
「
上
手
山

通
信
」
の
執
筆
④
調
子
に
乗
っ
て
Ｍ

Ｇ
プ
レ
ス
に
不
定
期
で
エ
ッ
セ
イ
を

連
載
⑤
村
の
認
知
度
を
上
げ
る
為
オ

リ
ジ
ナ
ル
ト
ー
ト
バ
ッ
グ
を
製
作

他
に
、
月
に
一
回
配
布
し
て
い
る

地
域
だ
よ
り
の
制
作
を
担
当
し
て
い

ま
す
。
ど
う
せ
見
て
い
た
だ
く
な
ら

面
白
い
方
が
い
い
と
思
い
、
ヘ
ン
テ

コ
な
お
話
や
ク
イ
ズ
を
載
せ
て
い
る

の
で
す
が
、
こ
ち
ら
は
な
か
な
か
皆

様
の
反
応
は
薄
い
よ
う
で
す
。

�

青
木
陽
太
郎

「
移
住
促
進
担
当
と
し
て
」

筑
北
村
に
赴
任
し
、
２
ヵ
月
が
経

ち
ま
し
た
。
日
々
表
情
を
変
え
る
北
ア

ル
プ
ス
、
自
然
豊
か
な
筑
北
村
の
風
景

に
、
足
を
止
め
て
見
入
る
毎
日
で
す
。

も
っ
と
も
っ
と
健
康
に
な
っ
て
い
こ

う
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

●
企
画
財
政
課
の
協
力
隊
よ
り
●

「
相
続
に
関
す
る
勉
強
会
開
催
」

止
ま
る
こ
と
な
く
減
り
続
け
る

村
の
人
口
を
せ
め
て
緩
や
か
に
す
る

た
め
に
、
移
住
者
の
増
加
に
つ
な
が

る
活
動
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

中
で
何
が
つ
ら
い
か
と
言
う
と
、
筑

北
村
に
関
心
を
持
っ
て
問
い
合
わ
せ

下
さ
っ
た
方
に
、
家
を
選
ん
で
い
た

だ
く
ほ
ど
ご
紹
介
で
き
な
い
こ
と
で

す
。
せ
っ
か
く
の
チ
ャ
ン
ス
が
、
何

と
も
も
ど
か
し
い
で
す
。

空
き
家
が
な
ぜ
活
用
に
至
ら
な
い

か
を
考
え
、
８
月
に
司
法
書
士
を
お

呼
び
し
て
、「
家
の
相
続
に
関
す
る
勉

強
会
」
を
開
催
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
将
来
空
き
家
に
な
っ
て
し
ま
う
、

家
は
な
く
て
も
相
続
の
こ
と
を
知
っ

て
お
き
た
い
と
い
う
方
々
も
ご
参
加

い
た
だ
け
ま
す
。
家
は
放
置
す
る
ほ

ど
費
用
が
か
か
り
ま
す
の
で
、
こ
の

機
会
に
空
き
家
の
活
用
を
ご
検
討
い

た
だ
け
た
ら
と
願
っ
て
い
ま
す
。

�

飯
田
智
子

移
住
促
進
担
当
と
し
て
、
移
住
さ

れ
た
方
や
村
の
方
々
と
出
会
い
、　

様
々
な
お
声
を
頂
き
ま
し
た
。
現
在
、

「
移
住
サ
ポ
ー
ト
ブ
ッ
ク
」
の
作
成
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
移
住
後
、
筑
北

村
で
不
安
の
な
い
暮
ら
し
を
す
る
為

に
必
要
な
情
報
提
供
、
畑
を
始
め
て
み

た
い
方
の
「
最
初
の
一
歩
」
の
サ
ポ
ー

ト
や
移
住
後
の
フ
ォ
ロ
ー
な
ど
、
促
進

だ
け
で
な
く
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
を
充
実

さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
２
ヵ
月
、
村
や
役
場
の
方
々

に
支
え
ら
れ
、
日
々
の
生
活
を
送
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
大
変
お
世
話

に
な
り
、
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。

�

榎
並
真
由
子

●
産
業
課
の
協
力
隊
よ
り
●

｢

終
わ
り
と
始
ま
り｣

今
シ
ー
ズ
ン
の
坂
井
い
ち
ご
園
で

の
い
ち
ご
狩
り
・
収
穫
は
、
６
月
末

を
も
っ
て
終
了
と
な
り
ま
す
。

皆
様
の
お
か
げ
で
、
今
シ
ー
ズ
ン

を
無
事
に
乗
り
越
え
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
７
月
か
ら
は
、
来
シ
ー
ズ
ン
に

向
け
て
苗
作
り
が
始
ま
り
ま
す
が
、

気
を
抜
か
ず
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

�

西
澤
智
也
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「
坂
井
い
ち
ご
園
着
任
２
ヶ
月
」

坂
井
い
ち
ご
園
の
仕
事
に
従
事
す

る
よ
う
に
な
っ
て
２
ヶ
月
が
過
ぎ
ま

し
た
。
毎
日
が
め
ま
ぐ
る
し
く
過
ぎ

て
い
く
中
で
、
多
く
の
お
客
様
と
接

す
る
こ
と
が
出
来
て
大
変
充
実
し
て

お
り
ま
す
。

今
シ
ー
ズ
ン
は
苺
の
味
も
大
変
美

味
し
い
と
好
評
で
、
い
ち
ご
狩
り
と

販
売
に
何
度
も
訪
れ
て
下
さ
る
方
も

い
て
、
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

初
め
て
農
業
を
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
が
、
大
変
だ
な
と
思
っ
て
い

ま
す
。
農
作
物
は
言
葉
が
通
じ
る
わ

け
で
も
な
く
、
考
え
て
い
た
よ
う
に

は
育
っ
て
く
れ
な
い
事
と
、
か
な
り

天
候
に
左
右
さ
れ
て
毎
日
四
苦
八
苦

し
て
い
ま
す
が
、
充
実
し
た
毎
日
を

送
っ
て
い
ま
す
。

来
シ
ー
ズ
ン
も
お
客
様
に
満
足
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
努
力
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
坂
井
い
ち

ご
園
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

�

田
村
一
也

●
生
涯
学
習
係
の
協
力
隊
よ
り
●

「
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
」

今
回
は
４
月
の
マ
ル
シ
ェ
の
報
告

と
、
次
回
の
案
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

や
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

「
マ
ル
シ
ェ
良
か
っ
た
よ
」
の
声

も
頂
い
て
、
１
回
で
終
わ
ら
せ
ず
続

け
て
い
き
た
い
で
す
。
次
は
【
健
康
】

を
テ
ー
マ
に
、
協
力
隊
と
村
の
方
と

協
力
し
て
、
村
内
の
野
菜
を
集
め
た

野
菜
市
や
、
ハ
ー
ブ
や
マ
ッ
サ
ー
ジ

な
ど
の
癒
し
体
験
、
趣
味
を
生
か
し

た
体
験
な
ど
を
考
え
て
い
ま
す
。
運

営
に
関
わ
っ
て
下
さ
る
方
も
募
集
し

て
い
ま
す
！

�

進
藤
香
織
・
早
川
広
樹

●
観
光
課
の
協
力
隊
よ
り
●

「
筑
北
村
民
生
活
」

筑
北
村
に
来
て
あ
っ
と
い
う
間

に
２
ヶ
月
が
経
ち
ま
し
た
。
最
初
の

う
ち
は
虫
が
出
る
だ
け
で
ギ
ャ
ー

ギ
ャ
ー
と
騒
い
で
お
り
ま
し
た
が
、

人
間
不
思
議
な
も
の
で
、
苦
手
な
も

の
で
も
す
ぐ
に
慣
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
蜘
蛛
、
カ
メ
ム
シ
、
カ
マ
ド
ウ

マ
は
み
ん
な
友
達
で
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
下
手
な
私

で
す
が
、
皆
さ
ん
温
か
く
接
し
て
い

た
だ
き
、
村
内
イ
ベ
ン
ト
や
地
域
活

動
に
参
加
し
た
り
、
聖
南
中
学
校
の

校
外
学
習
に
同
行
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
り
と
、
充
実
し
た
日
々
を
送
っ
て

い
ま
す
。

し
ま
す
。

４
月
28
日
土
曜
日
に
「
図
書
館
マ

ル
シ
ェ
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日

は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
風
も
吹
か
ず
、

マ
ル
シ
ェ
日
和
で
し
た
。
来
場
者
は

１
０
０
人
近
く
に
も
な
り
、
他
の
行

事
と
重
な
っ
て
い
る
中
で
、
多
く
の

方
が
来
て
く
れ
ま
し
た
。
ス
タ
ッ
フ

や
協
力
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆
様
、
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

今
回
、
出
店
の
皆
さ
ん
に
は
体
験

で
き
る
も
の
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

お
茶
席
に
生
け
花
、
べ
ん
が
ら
染
め

や
ブ
ロ
ー
チ
作
り
な
ど
、
そ
の
場
で

や
り
た
い
も
の
が
体
験
で
き
、
お
昼

時
に
は
「
い
ぶ
し
や
」
さ
ん
や
パ
ン

屋
さ
ん
、
村
の
農
家
さ
ん
の
お
か
げ

で
賑
わ
い
ま
し
た
。
会
場
を
練
り
歩

く
演
奏
者
た
ち
や
、
ニ
ッ
ケ
ル
ハ
ル

パ
と
い
う
珍
し
い
楽
器
の
演
奏
も
あ

り
、
お
し
ゃ
べ
り
し
た
り
生
演
奏
に

耳
を
傾
け
た
り
、
憩
い
の
場
に
。

こ
の
マ
ル
シ
ェ
を
企
画
し
た
の

は
、
筑
北
村
の
素
敵
な
ヒ
ト
や
モ
ノ

の
紹
介
の
場
と
し
て
、
体
験
・
交
流

の
機
会
と
し
て
ゆ
っ
く
り
で
き
る
場

所
を
つ
く
り
た
い
と
思
っ
た
か
ら
で

す
。
ま
た
、
実
際
の
体
験
を
通
し
て
、

知
恵
や
技
術
な
ど
、
自
分
の
頭
で
考

え
、
自
然
と
学
び
と
れ
る
時
間
を
増

余
談
で
す
が
、
各
地
歩
き
回
る
中

で
、
体
力
を
つ
け
な
け
れ
ば
と
い
う

危
機
感
か
ら
フ
ッ
ト
サ
ル
を
始
め
ま

し
た
。
村
内
の
若
い
世
代
も
た
く
さ

ん
い
る
の
で
、
是
非
若
い
意
見
も
取

り
込
ん
で
村
の
Ｐ
Ｒ
に
生
か
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

現
在
観
光
課
の
中
で
、
村
内
の
観

光
ス
ポ
ッ
ト
情
報
を
シ
ー
ト
に
ま
と

め
て
お
り
ま
す
。
旧
３
村
そ
れ
ぞ
れ

に
歴
史
深
い
神
社
や
文
化
が
あ
り
、

知
れ
ば
知
る
ほ
ど
ま
だ
ま
だ
自
分
自

身
知
見
が
浅
い
な
と
、
資
料
館
に

行
っ
た
り
お
話
を
伺
っ
た
り
と
日
々

勉
強
の
毎
日
で
す
。

こ
の
２
ヶ
月
は
村
を
知
る
こ
と
以

外
で
も
、
旅
行
会
社
に
お
話
を
伺
い

に
行
っ
た
り
、
東
京
で
の
物
産
展
に

参
加
し
た
り
、
協
力
隊
の
全
国
研
修

に
参
加
し
た
り
と
、
村
外
の
方
に
筑

北
村
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の
準

備
も
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

ま
ず
は
焦
ら
ず
に
、
現
在
の
状
況

を
ま
ず
整
理
し
、
把
握
す
る
こ
と
か

ら
一
歩
ず
つ
歩
み
を
進
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
不
束
者
で
す
が
、

引
き
続
き
皆
様
の
お
力
添
え
を
い
た

だ
け
ま
す
と
幸
い
で
す
。

�

　

前
迫
裕
介
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松本広域連合消防職員採用資格試験（初級）
申込期間：平成３０年８月２２日（水）～８月２６日（日）

来年４月以降に採用予定の松本広域連合消防職員採用資格試験（初級）を次のとおり実施します。
◆募集内容

試験区分 採用予定人員 受　験　資　格

初級 消防 若干名

　平成７年４月２日から平成１３年４月１日までに生まれた人で、
高等学校卒業程度の学力を有する人
　ただし、４年制大学卒業者及び４年制大学卒業予定者は受験でき
ません。　����

◆第 1 次試験（教養・適性・体力試験）
⑴　平成３０年９月１６日（日）
⑵　場所：教養試験　松本市役所波田支所（松本市波田4417-1）
　　　　　体力試験　松本市波田体育館（松本市波田10098-1）

◆受験申込
平成３０年８月２２日（水）から８月２６日（日）までに、松本広域連合事務局（松本市役所波田支所４階）へ、
本人が直接試験申込書を持参してください。
※　土、日曜日も受付を行います。

◆試験案内・申込用紙
松本広域連合事務局、消防局、各消防署所及び松本広域連合関係８市村の市役所、役場にあります。
※　郵送希望の人は、１４０円切手を貼付し、送付先の住所、氏名を記載した角型二号の返信用封筒を同封
のうえ、赤字で「試験案内希望」と明記してお早めに次の宛先へ請求してください。

〒 390-1401　松本市波田４４１７番地１ 松本市役所波田支所４階
松本広域連合事務局総務課　TEL 0263-87-5460

※　試験案内はホームページでもご覧になれます。　　アドレス　http://www.m-kouiki.or.jp

筑北村一般職の職員採用試験
平成３１年４月1日に採用予定の筑北村一般職の職員採用試験を次のとおり実施します。

◆募集内容
試験区分 採用予定人員 受　験　資　格
行政事務
初級

若干名

・平成元年4月2日から平成13年4月1日までに生まれた人で、高等学
校卒業程度の学力を有する人（高等学校卒業予定者含む。）

行政事務
社会人基礎 ・昭和54年4月2日から平成元年4月1日までに生まれた人で、学歴不問。

（共通要件）・普通自動車運転免許を有する人、若しくは取得が見込める人

◆第１次試験（教養・適性試験）
⑴　試験日：平成３０年　９月１６日（日）

◆第 2 次試験（面接・資格調査）・・・・・（対象者：第 1 次試験に合格した人）
⑴　試験日：平成３０年１０月上旬以降

◆受験申込
平成３０年７月１８日（水）から８月１０日（金）までに、申込用紙に必要事項を記入のうえ、筑北村総務課へ。
郵送の場合は８月１０日（金）午後５時必着

◆試験要領・申込用紙
筑北村総務課及び各支所窓口に直接請求又は村ＨＰよりダウンロードしてください。
※　郵送希望の人は、任意の用紙に「平成30年度職員採用試験要領等郵送希望」及び郵送を希望する「郵便番
号、住所、氏名」を明記して、１２０円切手を同封のうえ、次まで請求してください。

〒 399-7501　長野県東筑摩郡筑北村西条４１９５番地　　筑北村役場　総務課
　TEL ０２６３－６６－２１１１

11
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長
野
県
か
ら
お
知
ら
せ

市町村振興宝くじ　サマージャンボ宝くじ
　 今年のサマージャンボ宝くじは、１等・前後賞合わせて７億円！
　 同時発売サマージャンボミニも、１等・前後賞合わせて７千万円！
　　この宝くじの収益金は市町村の明るく住みよいまちづくりに使われます。
　　また、収益金は長野県内の販売実績により配分されますので、
　お買い求めの際には長野県内の宝くじ売り場をご利用ください。

　【発売期間】	 平成３０年７月９日（月）～８月３日（金）
　【抽せん日】	 平成３０年８月１４日（火）

この宝くじは、
今年も「夏まつり筑北」に協賛します！

停電またはNTT電話の不通（故障）でお困りの場合、
以下のお問い合わせ先へお願いします。

○停電の場合　0120-985-232（中部電力）　○NTT電話の不通（故障）の場合　113（NTT）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（携帯電話・PHS からは 0120-444-113）

○
「
２
０
１
８
信
州
総
文
祭
」
が
開
催

８
月
７
日
（
火
）
か
ら
11
日
（
土
）

に
か
け
て
、
全
国
か
ら
高
校
生
が
集

い
、
日
ご
ろ
の
成
果
を
披
露
す
る
芸

術
文
化
活
動
の
祭
典
「
全
国
高
等
学

校
総
合
文
化
祭
」
を
、
長
野
県
で
初

め
て
開
催
し
ま
す
。
２
万
人
の
高
校

生
と
10
万
人
の
観
客
が
集
ま
る
一
大

イ
ベ
ン
ト
で
す
。
部
門
ご
と
の
日
程

や
場
所
な
ど
の
詳
細
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で「
２
０
１
８
信
州
総
文
祭
」

と
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

県
庁
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
推
進
室

電
話
：
０
２
６–

２
３
５–

７
４
４
０

信
州
総
文
祭
の
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://shinshu-soubunsai2018.jp/

○
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

外
見
か
ら
は
分
か
ら
な
く
て
も
援

助
が
必
要
な
方
が
い
ま
す
。
こ
の

マ
ー
ク
を
見
か
け
た
ら
、
電
車
内
で

席
を
ゆ
ず
る
、
困
っ
て
い
る
よ
う
で

あ
れ
ば
声
を
か
け
る
等
、
思
い
や
り

の
あ
る
行
動
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

県
庁
障
が
い
者
支
援
課

電
話
：
０
２
６–

２
３
５–

７
１
０
８

○
信
州
の
山
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
ご
活
用

く
だ
さ
い

７
月
22
日
（
日
曜
日
）
は
「
信
州

山
の
日
」。
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の「
信

州
の
山
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
」
で
は
、

山
に
関
す
る
行
事
、
イ
ベ
ン
ト
を
取

り
ま
と
め
て
い
ま
す
。
夏
の
お
出
か

け
情
報
に
活
用
く
だ
さ
い
。

（
信
州
の
山
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
：

http://w
w
w
.pref.nagano.lg.jp/

�
kikaku/yam

a/index.htm
l

）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

県
庁
森
林
政
策
課

電
話
：
０
２
６–

２
３
５–

７
２
６
１
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筑北村
議会だより

第76号
平成30年7月19日発行

編集　筑北村議会だより編集委員
〒399-7501
長野県東筑摩郡筑北村西条 4195 番地
電話　0263-66-2111
FAX　0263-66-3370

事務室（災害時は、指揮本部も兼ねる）指令室にて説明を聞く

６
月
８
日
に
松
本
管
内
の
穂
高
広

域
施
設
組
合
と
松
本
広
域
消
防
局
指

令
室
の
視
察
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
ご

み
処
理
と
防
災
は
、
日
常
生
活
か
ら
避

け
る
こ
と
の
で
き
な
い
問
題
だ
け
に
、

現
在
の
課
題
は
何
か
。
ま
た
、
課
題
解

決
に
向
け
た
方
策
と
し
て
何
が
考
え

ら
れ
る
か
、
説
明
を
聞
き
ま
し
た
。

ご
み
処
理
施
設
（
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
）
と
あ
づ
み
野
ラ
ン
ド
（
ご
み
焼

却
余
熱
を
利
用
し
た
温
水
プ
ー
ル
と
風

呂
）
を
視
察
し
ま
し
た
。
温
水
プ
ー
ル

は
、
筑
北
村
住
民
も
年
間
約
１
０
０

人
が
利
用
し
て
い
ま
す
。
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
は
、
１
市
・
１
町
・
４
村
の
約

12
万
７
千
人
の
ご
み
を
処
理
し
て
い
ま

す
。
収
集
さ
れ
た
ご
み
は
、
ピ
ッ
ト
に

貯
蔵
さ
れ
、
ご
み
の
均
質
化
を
量
る
た

め
ク
レ
ー
ン
に
よ
り
撹
拌
と
破
砕
が
お

通
信
司
令
室
を
中
心
に
視
察
し

ま
し
た
。
こ
こ
は
、
火
災
・
救
急
・

救
助
な
ど
の
第
一
報
が
入
る
部
署

で
す
。
人
口
が
減
少
し
て
い
る
中

で
、
通
報
件
数
は
毎
年
増
加
し
て

い
る
と
の
事
で
す
。
通
報
を
受
け

る
と
、
瞬
時
に
通
報
地
点
の
地
図

情
報
が
モ
ニ
タ
ー
に
映
し
だ
さ
れ

ま
し
た
。
署
員
の
方
が
状
況
の
確

認
や
車
両
の
手
配
な
ど
を
、
て
き

ぱ
き
と
こ
な
さ
れ
て
い
る
光
景
を

見
る
に
つ
け
、
私
た
ち
の
安
心
・

安
全
を
支
え
て
い
る
の
は
、
広
域
消

防
局
の
皆
さ
ん
な
の
だ
と
改
め
て
感

じ
ま
し
た
。

ま
た
、
筑
北
村
の
火
災
発
生
件

数
は
今
年
に
な
っ
て
７
件
で
、
既

に
昨
年
の
件
数
に
並
ん
で
し
ま
い

ま
し
た
。
な
お
、
昨
年
春
に
発
生

し
た
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
墜
落

事
故
の
際
は
、
こ
こ
に
警
防
本
部

が
置
か
れ
た
こ
と
な
ど
、
説
明
い

た
だ
き
ま
し
た
。

こ
な
わ
れ
焼
却
炉
に
て
焼
却
処
理
さ
れ

ま
す
。
燃
焼
時
に
発
生
す
る
ガ
ス
は
、

８
５
０
度
～
９
５
０
度
に
も
な
り
、
完

全
燃
焼
さ
れ
ま
す
。

こ
の
焼

却
炉
は
設

置
後
20
年

以
上
経
過

し
、
老
朽

化
と
施
設

能
力
の
低

下
が
あ
り
、

新
ご
み
処

理
施
設
整

備
事
業
が

進
行
中
で

す
。
最
新

焼
却
炉
は
、

平
成
33
年

３
月
に
供

用
開
始
予

定
で
す
。

中央制御室 施設の概要を聞く

穂
高
広
域
施
設
組
合
の
視
察

（
ご
み
処
理
と
余
熱
利
用
）

　
　
　
　
　
　
　
小
山
　
正
博
議
員

松
本
広
域
消
防
局
の
視
察

�

太
田
　
守
彦
議
員
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（別紙）　　　　　　　　　　平成30年第4回臨時会審議内容
件　　　　　　　　　　　名 議決の結果

専
　
決

 専決処分の承認を求めることについて
　筑北村議会委員会条例の一部を改正する条例
　筑北村場外離着陸場設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例
　筑北村税条例の一部を改正する条例
　筑北村国民健康保険条例の一部を改正する条例
　筑北村国民健康保険税条例の一部を改正する条例

原案可決
全員賛成

�平成30年度　デマンドバス（7人乗りワゴン車）購入契約について
原案可決
全員賛成

平成30年6月定例会審議内容

筑北村デマンドバス運行条例の制定について
原案可決
全員賛成

筑北村自然環境等と再生可能エネルギー関連事業との調和に関する条例の
制定について

〃

筑北村放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の
一部を改正する条例について

〃

筑北村家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を
改正する条例について

〃

平成３０年度筑北村一般会計補正予算（第１号）
原案可決
賛成多数

平成３０年度筑北村バス事業特別会計補正予算（第1号）
原案可決
全員賛成

平成３０年度筑北村国民健康保険診療所特別会計補正予算（第1号） 〃

平成３０年度とくら温泉施設特別会計補正予算（第１号） 〃

平成３０年度筑北村集落排水事業特別会計補正予算（第1号） 〃

請願
陳情

憲法９条改正と「緊急事態」条項を含む改憲案の国会発議に反対する意見書提
出に関する陳情

継続審査
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有権者の皆様へ
� 筑北村選挙管理委員会

平成３０年８月５日（日）は長野県知事選挙の投票日です

１．投票時間　各投票所共午前 7時～午後 6時までです。
　　※棄権することなく投票に行きましょう。

２．期日前投票　投票日に仕事や旅行などの用事のある方は、期日前投票ができます。
　期日前投票は、３箇所どこの投票所でもできますが、投票所開設日と時間にご注意ください

期日前投票所　施　設　名 期    間 投票時間

筑北村期日前投票所
（本城）

本城農村環境改善センター
２０６会議室

７月２０日（金）
 　～８月４日（土）

午前８時３０分
　　　～ 午後８時

坂 北（増設） 坂北総合福祉センター
第一会議室

８月３日（金）
　　～８月４（土）
　    　  （２日間）

午前８時３０分
　　　～ 午後８時

坂 井（増設） 坂井公民館　集会室

３．不在者投票　長野県選挙管理委員会が指定した病院や老人ホーム等の施設に入院・
入所している方もそれぞれの場所で不在者投票ができます。

注意事項：入場券の様式が昨年から変更になっています。
期日前投票の「宣誓書」を入場券に添付してあります。
選挙当日に投票できないため、期日前投票を行う方は「期日前投票宣誓書（兼請求書）」に住所・
氏名・生年月日・理由を必ず記入して、入場券から切り離さないでお持ちください。
　入場券（官製はがきサイズ）1通につき、4名分が印字されています。
長野県知事選挙投票所入場券
投 票 日 平成 30年 8月 5日（日）　午前 7時から午後６時まで

投 票 所 投 票 区

氏 　 名 名簿番号

	バーコード印字部分	 到着番号

　期日前投票宣誓書（兼請求書）＊投票所で当日投票される方は記入不要です。
　投票日は下記理由に該当する見込みです。（宛先）筑北村選挙管理委員会
住　所

氏　名
生年
月日

明・大・昭・平

　　　　年　	　月　	　日

理　由
　1	仕事・学業・冠婚葬祭　　　　　　　	2	旅行などの外出・滞在
　3	病気・けが・出産・歩行困難　　　　６　天災・悪天候

※選挙公報は、7月下旬に配布予定です。

期日前投票を行う
場合は必ず

記入して下さい。
（住所・氏名・　　
　生年月日・理由）
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募
集
し
て
い
ま
す
！

「
生
涯
学
習
指
導
者
」

公
民
館
で
は
、
各
学
校
、
保
育
園
、
ま

た
は
公
民
館
講
座
等
で
、
知
識
や
技
能
を

教
え
て
く
だ
さ
る
方
を
探
し
て
い
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、
筑

北
村
教
育
委
員
会
生
涯
学
習

係
（
６
７-

２
０
６
４
）
ま

で
お
願
い
し
ま
す
。

筑
北
シ
ニ
ア
大
学
で
は
、
村
の
こ
と

や
、
健
康
に
関
す
る
お
話
、
ス
ポ
ー
ツ

や
も
の
づ
く
り
の
体
験
な
ど
、
様
々
な

講
座
を
開
講
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
一
緒

に
「
生
涯
学
習
」
し
ま
し
ょ
う
。

筑北村
公民館報

第76号
平成30年7月19日発行

編集　筑北村公民館情報部
　　　筑北村教育委員会事務局
〒399-7711
長野県東筑摩郡筑北村坂井 5687-2
電話　0263-67-2064
FAX　0263-67-2170
ホームページ
http://www.vill.chikuhoku.lg.jp

心
の
伝
言
板
○53

　

地
球
温
暖
か
？

今
は
梅
雨
の
時
期
。

シ
ト
シ
ト
と
降
る
雨
に
は
、
作

物
の
成
長
を
促
す
の
で
、「
も
っ
と

雨
が
欲
し
い
。」
と
言
う
人
。

一
方
、
ジ
メ
ジ
メ
と
し
た
空
気

に
は
、
う
っ
と
う
し
さ
を
も
た
ら

す
の
で
、「
い
や
な
季
節
に
入
っ
た

な
。」
と
言
う
人
。

「
梅
雨
」
の
受
け
止
め
方
は
、
人

に
よ
っ
て
様
々
で
あ
る
。

気
象
変
動
に
よ
る
自
然
界
、
自

然
豊
か
な
季
節
感
を
味
わ
い
な
が

ら
も
、
台
風
・
豪
雨
等
で
災
害
を

受
け
る
四
季
折
々
、
山
々
の
緑
と

空
に
目
を
や
り
な
が
ら
「
今
年
は

ど
う
だ
ろ
う
か
な
・
・
・
。」
と
思

ひ
つ
つ
、梅
雨
空
を
見
上
げ
て
い
る
。

あ
る
日
乗
っ
た
タ
ク
シ
ー
運
転

手
と
の
話
を
思
い
出
し
た
。

「
親
に
よ
る
子
ど
も
へ
の
暴
力
、

虐
待
や
無
差
別
に
起
き
て
い
る
殺

人
、ス
ポ
ー
ツ
界
に
お
け
る
い
じ
め
・

暴
力
行
為
等
な
ど
は
、
地
球
温
暖

化
の
影
響
で
は
な
い
か
。」
と
話
さ

れ
て
い
た
。

猛
暑
・
暖
冬
・
冷
夏
な
ど
の
異

常
気
象
に
よ
り
身
体
に
変
調
を
き

た
す
こ
と
も
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

し
か
し
、
事
件
・
出
来
事
で
は
許

さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

今
、
身
近
な
地
方
紙
に
連
載
中

の
“
オ
ピ
ニ
オ
ン
”
の
コ
ー
ナ
ー

の
中
に

・
自
分
の
生
き
方

・
言
葉
の
使
い
方

・
相
手
を
思
い
や
る
こ
と

・
や
っ
て
は
い
け
な
い
こ
と

�

な
ど

日
常
生
活
に
参
考
に
な
る
よ
う
な

市
民
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
市
民
の
声
か
ら
、
自

分
自
身
の
人
と
の
関
わ
り
方
を
振

り
返
さ
せ
ら
れ
る
日
々
で
あ
る
。

公
民
館
か
ら
の
お
し
ら
せ

ナ
イ
タ
ー
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

リ
ー
グ
戦　

開
幕

今
年
度
も
各
地
域
で
リ
ー
グ
戦
が

開
幕
さ
れ
ま
し
た
。

����　
　
　
　
　
　

本
城
地
域

���　
　
　
　
　
　
　
（
５
チ
ー
ム
）

����　
　
　
　
　
　

坂
北
地
域

���　
　
　
　
　
　
　
（
５
チ
ー
ム
）

����　
　
　
　
　
　

坂
井
地
域

��　
　
　
　
　
　
　

�（
３
チ
ー
ム
）

心
地
よ
い
夜
風
が
吹
く
中
、
熱
戦

が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

＊
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
戦

＊
坂
北
ナ
イ
タ
ー
野
球
リ
ー
グ
戦

＊
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
月
例
大
会

健
康
づ
く
り
と
交
流
の
輪
を
広

げ
、
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

第１回開講座の様子

ナ
イ
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ

真
っ
盛
り
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効
果
的
な
テ
ィ
ー
ム･

テ
ィ
ー
チ
ン
グ
指
導

～
日
常
授
業
の
充
実
を
目
指
し
て
～

�
筑
北
村
教
育
委
員
会
事
務
局
こ
ど
も
支
援
係

公
立
義
務
教
育
諸
学
校
の
教
職
員

定
数
は
、
児
童
生
徒
数
に
基
づ
い
た

学
級
編
制
の
下
、「
公
立
義
務
教
育

諸
学
校
の
学
級
編
制
及
び
教
職
員
定

数
の
標
準
に
関
す
る
法
律
及
び
地
方

教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す

る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」

に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

平
成
30
年
４
月
２
日
現
在
、
村
立

小
中
学
校
及
び
学
校
組
合
立
中
学

校
の
《
全
校
児
童
生
徒
数
》
と
〈
最

大
学
級
構
成
員
数
〉
は
、
坂
井
小
学

校
《
43
名
》〈
８
名
〉、
筑
北
小
学
校

《
１
０
６
名
》〈
22
名
〉、
聖
南
中
学

校
《
62
名
》〈
21
名
〉、
筑
北
中
学
校

《
68
名
》〈
24
名
〉
で
す
。
ど
の
学
年

も
36
名
あ
る
い
は
41
名
以
上
の
学
級

構
成
員
数
で
な
い
た
め
、
小
学
校
１

学
年
か
ら
中
学
校
３
学
年
ま
で
、
す

べ
て
の
学
年
が
単
式
学
級
に
な
っ
て

い
ま
す
。

そ
の
結
果
、
県
費
教
員
数
は
、
坂

井
小
学
校
〔
学
級
担
任
８
名
〕［
専
科

１
名
］、筑
北
小
学
校〔
８
名
〕［
１
名
］、

聖
南
中
学
校
・
筑
北
中
学
校
と
も
に

〔
５
名
〕［
３
名
］
と
な
っ
て
お
り
、
長

野
県
教
育
委
員
会
の
『
選
択
型
こ
ま

や
か
プ
ラ
ン
』
に
よ
る
加
配
が
一
切
な

い
た
め
、
筑
北
村
及
び
学
校
組
合
立

の
村
費
負
担
学
習
支
援
員
に
よ
っ
て
、

日
々
の
学
習
指
導
及
び
生
活
指
導
等

の
教
育
環
境
を
整
え
て
お
り
ま
す
。

と
り
わ
け
、
筑
北
村
で
は
、
学

級
担
任
及
び
専
科
教
員
の
一
人
に
よ

る
学
習
指
導
で
は
な
く
、
可
能
な

限
り
複
数
教
員
に
よ
る
テ
ィ
ー
ム･

テ
ィ
ー
チ
ン
グ
指
導
（
以
下
「
Ｔ
・

Ｔ
指
導
」
と
記
す
。）
の
状
況
づ
く
り

に
務
め
て
お
り
ま
す
。
現
在
、
村
費

負
担
学
習
支
援
員
と
し
て
、
坂
井
小

学
校
に
は
３
名
、
筑
北
小
学
校
に
は

４
名
、
聖
南
中
学
校
及
び
筑
北
中
学

校
に
は
３
名
を
配
置
し
、
左
図
に
示

し
た
指
導
形
態
で
、
日
常
授
業
を
展

開
し
て
お
り
ま
す
。

Ｔ
・
Ｔ
指
導
の
利
点
と
し
て
、
多

様
な
形
態
を
生
み
出
し
学
習
展
開
を

柔
軟
化
で
き
る
こ
と
、
個
々
の
学
習

速
度
や
ス
タ
イ
ル
に
応
じ
ら
れ
る
こ

と
、
学
習
環
境
を
豊
か
に
整
え
ら
れ

る
こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

昨
年
度
の
筑
北
村
立
小
中
学
校
の

全
国
学
力
調
査
「
算
数
・
数
学
」
の

結
果
を
踏
ま
え
、
本
年
度
よ
り
、
聖

南
中
学
校
の
全
学
年
通
常
学
級
と
特

別
支
援
学
級
「
自
・
情
障
学
級
」
の

数
学
学
習
を
、
写
真
の
よ
う
に
Ｔ
・
Ｔ

指
導
が
で
き
る
状
況
を
整
え
ま
し
た
。

長
野
県
教
育
委
員
会
事
務
局
教
学

指
導
課
の
「
学
校
経
営
概
要
」
の
調

査
に
よ
る
と
、
昨
年
度
、
県
下
１
８
６

中
学
校
の
う
ち
、
市
町
村
費
で
「
数

学
Ｔ
・
Ｔ
指
導
」
を
実
施
し
て
い
る
の

は
、
た
っ
た
31
校
17
％
の
状
況
で
す
。

写
真
中
央
で
机
間
指
導
さ
れ
て
い

る
Ｔ
１
の
大
久
保
先
生
は
、
写
真
右

側
の
村
費
学
習
支
援
員
Ｔ
２
の
池
田

先
生
と
の
Ｔ
・
Ｔ
指
導
に
つ
い
て
、

次
の
よ
う
な
願
い
を
も
っ
て
授
業
を

進
め
て
い
ま
す
。

１　

学
級
全
体
の
理
解
度
（
○
番
の

問
題
は
間
違
い
が
多
い
、
質
問
が

多
い
、
手
が
つ
か
な
い
な
ど
）
を

共
有
化
し
、
生
徒
の
状
況
を
踏
ま

え
た
授
業
展
開
に
心
が
け
る
。

２　

複
数
の
目
を
通
し
て
、「
授
業
で

は
取
り
上
げ
な
か
っ
た
が
、
こ
の
よ

う
な
考
え
の
生
徒
が
い
た
」
な
ど
、

よ
り
き
め
細
か
な
評
価
に
心
掛
け
、

共
同
追
究
に
活
か
す
よ
う
に
す
る
。

３　

個
別
学
習
の
状
況
を
踏
ま
え
、

場
合
に
よ
っ
て
は
、
全
体
指
導
の

時
間
を
再
度
取
り
入
れ
、
つ
ま
ず

い
て
い
る
生
徒
へ
の
支
援
を
て
い

ね
い
に
す
る
。

こ
こ
で
、
い
つ
も
Ｔ･

Ｔ
指
導
で

学
習
し
て
い
る
一
年
生
二
人
の
生
徒

の
声
を
紹
介
し
ま
す
。

１　

大
久
保
先
生
の
話
を
聞
い
て
い

る
時
、
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
っ

た
ら
池
田
先
生
に
聞
け
る
し
、
二

人
が
い
る
と
聞
き
や
す
い
。

２　

二
人
の
先
生
が
い
る
と
、
分
か

ら
な
い
と
こ
ろ
を
す
ぐ
に
個
人
的

に
教
え
て
も
ら
え
る
の
が
よ
い
。

本
格
的
に
開
始
し
た
聖
南
中
学
校

「
数
学
Ｔ
・
Ｔ
指
導
」
の
実
践
を
踏
ま

え
、
村
内
の
小
中
学
校
で
実
施
し
て

い
る
二
人
以
上
の
教
職
員
が
連
携
・

協
力
し
て
行
う
Ｔ
・
Ｔ
指
導
の
あ
り

方
を
、
子
ど
も
た
ち
の
興
味
・
関
心

や
学
習
内
容
、
達
成
度
等
に
応
じ
て

探
り
、
よ
り
質
の
高
い
日
常
授
業
に

取
り
組
め
る
よ
う
教
育
環
境
を
整
え

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

指 導 形 態 Ａ 指 導 形 態 Ｂ

T1

○�○�○
○�○�○
○�○�○
○�○�○
○�○�○

T2
T1

T2

○�○�○�○
○�○�○�○
○�○�○�○
○�○�○�○
○�○�○�○

Ｔ 1 が す す め、
Ｔ 2が補助する。
国語・算数（数
学）・英語等の基
本教科で主に実
施している。

Ｔ 1・Ｔ 2 が 一
緒になってすす
める。体育（保
健体育）・外国語
活動（英語）等
で主に実施して
いる。
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筑
北
村
村
立
学
校
等
に
お
け
る

受
動
喫
煙
防
止
策
の
確
立
に
向
け
て

�
筑
北
村
教
育
委
員
会
事
務
局
こ
ど
も
支
援
係

日
本
ウ
エ
ル
ネ
ス
高
校
信
州
筑
北
野
球
部

後
援
会
総
会
・
激
励
会
が
開
催
さ
れ
る
。

�

日
本
ウ
エ
ル
ネ
ス
高
校
野
球
部
後
援
会
事
務
局

１　

受
動
喫
煙
に
よ
る
健
康
被
害

「
受
動
喫
煙
」
と
は
、「
室
内
又
は

こ
れ
に
準
ず
る
環
境
に
お
い
て
、
他

人
の
た
ば
こ
の
煙
を
吸
わ
さ
れ
る
こ

と
」
と
定
義
さ
れ
て
い
ま
す
。

受
動
喫
煙
に
よ
り
、
一
番
の
被
害

を
被
る
の
は
、
体
が
発
達
段
階
で
あ

る
子
ど
も
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
受
動
喫
煙
下
に
い
る
子
ど
も
は
、

そ
う
で
な
い
子
ど
も
に
比
べ
て
、
虫

歯
の
リ
ス
ク
は
約
２
倍
、
肺
炎
や
気

管
支
炎
の
リ
ス
ク
は
約
２
倍
～
３
倍
、

気
管
支
ぜ
ん
息
の
リ
ス
ク
は
約
２
倍

に
上
昇
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
分
煙
を
し
た
と
し
て
も
、

喫
煙
者
の
衣
服
等
に
は
、
た
ば
こ
の

粒
子
や
た
ば
こ
に
含
ま
れ
る
有
害
物

質
が
付
着
し
、
そ
れ
を
吸
い
込
む
こ

と
で
「
三
次
喫
煙
」
に
な
り
、
健
康

被
害
を
受
け
る
要
因
に
も
な
っ
て
き

ま
す
。

２　

受
動
喫
煙
防
止
策
へ
の
取
組

５
月
末
の
新
聞
報
道
で
も
取
り
上

げ
ま
し
た
が
、
公
立
小
中
高
な
ど
の

「
受
動
喫
煙
防
止
対
策
の
状
況
」
を

文
部
科
学
省
が
調
査
し
た
結
果
、
長

野
県
は
、
全
国
平
均
の
93
％
を
大
き

く
下
回
る
40
％
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
、
長
野
県
教
育
委

員
会
は
、
来
年
度
か
ら
県
立
学
校
の

屋
内
に
喫
煙
所
を
認
め
る
と
い
う
例

外
を
認
め
ず
に
、
完
全
な
る
敷
地
内

禁
煙
を
実
施
す
る
旨
を
通
知
し
ま
し

た
。
ま
た
同
日
、
市
町
村
立
学
校
に

つ
い
て
は
、
各
市
町
村
に
協
力
を
求

め
て
い
く
と
い
う
方
針
が
出
さ
れ
ま

し
た
。

長
野
市
で
は
、
昨
年
８
月
の
時
点

で
、
約
半
数
の
敷
地
内
全
面
禁
煙
が

で
き
て
い
な
か
っ
た
学
校
へ
、
実
施

校
を
参
考
に
、
保
護
者
・
来
校
者
へ

の
周
知
や
理
解
等
の
相
談
に
応
じ
ら

れ
る
フ
ォ
ロ
ー
も
行
い
つ
つ
、
敷
地

内
全
面
禁
煙
の
方
針
を
打
ち
出
し
て

い
ま
す
。

筑
北
村
教
育
委
員
会
で
は
、
健
康

増
進
法
第
25
条
に
基
づ
き
、
村
立
保

育
園
・
小
学
校
・
中
学
校
の
敷
地
内

で
の
完
全
な
る
敷
地
内
禁
煙
を
目
標

に
防
止
策
等
を
推
進
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

�

６
月
２
日
（
土
）、
野
球
部
選
手･

保
護
者･

後
援
会
会
員･

来
賓
合
わ
せ

て
約
１
４
０
名
参
加
の
基
、
標
記
総
会

を
盛
大
に
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

昨
秋
、
県
大
会
で
は
創
部
一
年
半
で

初
優
勝
し
、
北
信
越
大
会
ま
で
進
ん
だ

こ
と
は
、一
昨
年
度
25
名
で
発
足
し
た
後

援
会
会
員
が
１
３
０
名
ま
で
増
え
る
な

ど
、
村
民
の
皆
さ
ま
の
お
か
げ
で
あ
る

と
感
謝
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

来
賓
と
し
て
、
出
席
さ
れ
た
関
川

村
長
か
ら
は
、
野
球
部
の
活
躍
で
筑
北

村
が
元
気
に
な
り
、
知
名
度
も
上
が
っ

た
こ
と
に
も
触
れ
ら
れ
、「
引
き
続
き
、

選
手
の
夢
を
か
な
え
る
べ
く
、
心
ひ
と

つ
に
し
て
、
力
強
い
応
援
と
支
援
を
し

て
い
き
た
い
。」
と
の
温
か
い
ご
祝
辞

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

中
原
監
督
か
ら
は
、「
ま
ず
は
ベ
ス

ト
８
、
そ
れ
か
ら
が
勝

負
」
と
決
意
を
語
ら
れ

ま
し
た
。
最
後
に
、
後

援
会
か
ら
は
、
バ
ッ
ト

10
本
、
筑
北
村
か
ら
は

ボ
ー
ル
１
ダ
ー
ス
を
寄

贈
い
た
し
ま
し
た
。

  

坂
井
小
学
校
閉
校
記
念
誌

  

制
作
に
つ
い
て

平
成
32
年
４
月
１
日
に
筑
北
小
学

校
と
坂
井
小
学
校
が
統
合
し
、
坂
井

小
学
校
が
新
し
い
筑
北
小
学
校
と
し

て
開
校
し
ま
す
。

坂
井
小
学
校
の
校
舎
は
残
り
ま
す

が
、
明
治
22
年
か
ら
続
い
て
い
る
坂

井
小
学
校
の
校
名
は
こ
れ
で
幕
を
閉

じ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ

り
、
坂
井
小
学
校
と
し
て
の
歴
史
を

後
世
に
残
す
た
め
、
閉
校
記
念
誌
を

制
作
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

６
月
27
日
に
第
一
回
坂
井
小
学
校

閉
校
記
念
誌
編
集
委
員
会
を
開
催

し
、
編
集
委
員
10
名
の
方
に
お
集
ま

り
い
た
だ
き
ま
し
た
。
会
で
は
閉
校

記
念
誌
の
内
容
や
、
発
行
時
期
に
つ

い
て
話
し
合
い
を
行
い
ま
し
た
。
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第
１
回
修
那
羅
石
神
仏
群

  
学
習
会  

村
外
講
座

６
月
16
日
（
土
）、
平
成
30
年
度

第
１
回
目
の
修
那
羅
石
神
仏
群
学
習

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
講
師
に
麻
績

村
出
身
で
八
十
二
文
化
財
団
理
事
の

宮
下
健
司
先
生
を
お
願
い
し
、
修
那

羅
大
天
武
ゆ
か
り
の
地
、
埼
玉
県
秩

父
市
の
三
峯
神
社
を
訪
ね
ま
し
た
。

当
日
は
、
参
加
者
19
名
で
小
雨
が

降
り
、
霧
で
幻
想
的
な
三
峯
神
社
を

参
拝
し
ま
し
た
。
三
峯
神
社
は
、
奥

秩
父
三
峯
山
山
頂
、
標
高
１
１
０
２

ｍ
に
鎮
座
し
、
秩
父
三
大
神
社
の
ひ

と
つ
と
し
て
数
え
ら
れ
、
ヤ
マ
ト
タ

ケ
ル
伝
説
や
お
犬
様
信
仰
な
ど
の
伝

説
が
数
多
く
残
っ
て
い
ま
す
。
拝
殿

の
手
前
に
は
珍
し
い
三
ッ
鳥
居
（
一

つ
の
明
神
鳥
居
の
両
脇
に
、
小
規
模

な
二
つ
の
鳥
居
を
組
み
合
わ
せ
た
も

の
）
あ
り
、
狼
を
守
護
神
と
し
、
狛

犬
の
代
わ
り
に
神
社
各
所
に
狼
の
像

が
鎮
座
し
て
い
ま
す
。

前
年
度
第
３
回
の
学
習
会
で
訪
ね

た
、
群
馬
県
の
妙
義
神
社
と
榛
名
神

社
と
同
様
に
修
験
者
と
し
て
修
那
羅

大
天
武
が
修
行
し
た
地
で
、
当
時
の

修
験
の
様
子
な
ど
思
い
を
は
せ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
の
学
習
会
は
村
外
講
座
と
し

て
第
２
回
は
９
月
９
日
（
日
）
に
修

那
羅
大
天
武
の
修
行
と
弟
子
の
つ
な

が
り
を
探
る
た
め
戸
隠
山
・
鬼
無
里

へ
、
第
３
回
は
10
月
21
日
（
日
）
に

長
野
市
豊
野
へ
、
修
那
羅
調
と
い
わ

れ
る
石
造
物
と
酷
似
し
て
い
る
石
神

仏
が
建
立
さ
れ
て
い
る
地
を
訪
ね
、

修
那
羅
大
天
武
と
の
つ
な
が
り
な
ど

を
探
り
ま
す
。

三ッ鳥居前にて三峯神社随身門

坂
北
地
域
分
館
対
抗

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
・ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

晴
天
に
恵
ま
れ
た
６
月
３
日（
日
）

恒
例
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
・
ソ
フ
ト
バ

レ
ー
大
会
が
や
す
ら
ぎ
野
球
場
・
坂

北
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
に
は
７
分
館

が
参
加
し
、
野
球
場
は
快
音
、
歓
声

で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
【
結　

果
】

　

優　

勝　
　

中
村
分
館

　

準
優
勝　
　

昭
和
町
分
館

　

第
３
位　
　

竹
場
分
館

　
　
　
　
　
　

青
柳
分
館　

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
に
は

５
分
館
７
チ
ー
ム
が
参
加
し
熱
戦
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

【
結
果
】

　
　

優　

勝　
　

中
村
Ｂ
チ
ー
ム

　
　

準
優
勝　
　

仁
熊
チ
ー
ム

　
　

第
３
位　
　

中
村
Ａ
チ
ー
ム
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今
年
度
も
筑
北
ひ
ま
わ
り
保
育
園

と
坂
井
保
育
園
で
交
流
活
動
を
し
て

い
ま
す
。

応
援
団
の
方
に
も
お
世
話
に
な
り

様
々
な
体
験
活
動
を
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

田
植
え
を
し
た
よ

筑
北
ひ
ま
わ
り
保
育
園
の
近
く
の

田
ん
ぼ
で
田
植
え
を
し
ま
し
た
。
応

援
団
の
方
、
Ｊ
Ａ
の
方
、
保
護
者
の

方
等
た
く
さ
ん
の
み
な
さ
ん
が
お
手

伝
い
に
来
て
く
だ
さ
り
、
子
ど
も
た

ち
も
と
て
も
は
り
き
っ
て
田
ん
ぼ
に

入
り
ま
し
た
。「
わ
ー
、つ
め
た
い
。」

「
ど
ろ
ど
ろ
だ
ー
。」
泥
の
感
触
に
慎

重
に
足
を
運
び
な
が
ら
、
苗
の
植
え

方
を
教
え
て
も
ら
い
植
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

  

　
り
ん
ご
っ
て
こ
う
や
っ
て

　  

で
き
る
ん
だ
ね

地
域
の
方
の
ご
好
意
で
、
毎
年
、

一
年
を
通
じ
て
り
ん
ご
の
生
長
を
見

た
り
触
れ
た
り
、
お
手
伝
い
を
さ
せ

て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
摘
果
作
業
で

は
、
自
分
で
は
さ
み
を
握
っ
て
慎
重

に
切
る
子
ど
も
た
ち
。
落
ち
た
リ
ン

ゴ
の
実
を
拾
っ
て
大
事
に
持
ち
帰
っ

て
い
ま
し
た
。

　

二
村
保
育
園
交
流

筑
北
ひ
ま
わ
り

保
育
園
、
坂
井
保

育
園
、
麻
績
保
育

園
の
年
長
児
が
交

流
を
し
ま
し
た
。

麻
績
消
防
署
で

消
防
車
や
救
急
車
を
じ
っ
く
り
見
せ

て
も
ら
い
、
様
々
な
道
具
が
積
ま
れ

て
い
る
事
を
知
り
ま
し
た
。

　
　
さ
く
ら
組

　
　「
ひ
ま
わ
り
秘
密
基
地
」　

年
長
児
が
園
舎
の
裏
側
に
楽
し
い

あ
そ
び
場
を
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ

て
作
っ
て
い
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
お
家

や
遊
ぶ
も
の
が
で
き
、
ど
ん
ど
ん
発
展

し
て
い
て
と
っ
て
も
楽
し
そ
う
。
小
さ

い
ク
ラ
ス
の
子
た
ち
も
「
な
に
が
あ
る

の
か
な
ぁ
。」
と
興
味
津
々
で
す
。

年
中
児
は
田
植
え
を
し
た
田
ん
ぼ

の
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
探
し
に
夢
中
で

す
。
お
家
の
人
と
考
え
た
道
具
を
使
っ

て
、
逃
げ
足
の
速
い
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ

を
捕
ま
え
ら
れ
る
か
な
？

園
の
周
り
も
い
い
と
こ
ろ
が
い
っ
ぱ

い
。
こ
れ
か
ら

も
子
ど
も
た
ち

と
一
緒
に
発
見

し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
　
桜 

餅 

作 

り
　
　
　

食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
の
方
に

教
え
て
い
た
だ
き
、
桜
餅
作
り
を
し

ま
し
た
。
生
地
は
子
ど
も
達
が
フ
ラ

イ
返
し
を
使
っ
て
ひ
っ
く
り
返
し
、

き
れ
い
な
桜
色
に
焼
き
上
げ
ま
す
。

園
庭
の
八
重
桜
の

葉
を
塩
漬
け
し
た

物
と
、
あ
ん
こ
を

一
緒
に
包
む
と
、

春
を
感
じ
る
美
味

し
さ
で
し
た
。

　
か
か
し
さ
ん
守
っ
て
ね
　

地
域
の
方
に
お
借
り
し
て
い
る
畑

に
ジ
ャ
ガ
イ
モ
と
さ
つ
ま
芋
を
植
え

ま
し
た
。
せ
っ
か
く
植
え
た
野
菜
が

天
敵
に
食
べ
ら
れ
な
い
よ
う
に
‥

と
、
年
長
児
が
か

か
し
を
作
り
、
皆

で
立
て
ま
し
た
。

「
守
っ
て
ね
」
と

お
願
い
し
収
穫
ま

で
の
生
長
を
楽
し

み
に
し
て
い
る
子

ど
も
達
で
す
。

おっとっと…
あるくのも難しいなぁ

おおきくなあれ

今日は
なにを

しようかな♪

み～つけた

筑
北
村
２
保
育
園

筑
北
ひ
ま
わ
り
保
育
園

坂
井
保
育
園
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筑
北
小
学
校

「
つ
つ
じ
応
援
団
」

今
年
度
も
「
つ
つ
じ
応
援
団
」
の

方
々
に
応
援
い
た
だ
き
な
が
ら
、
筑

北
小
学
校
の
様
々
な
教
育
活
動
が
ス

タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　
遠
　�

足

本
校
の
遠
足
は
、
自
分
た
ち
が
住

ん
で
い
る
本
城
地
域
と
坂
北
地
域
か

ら
目
的
地
を
隔
年
で
決
め
て
実
施
し

て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
坂
北
地
域

で
し
た
。

　
学
校
職
員
は
人
事
異
動
で
入
れ
替

わ
り
が
あ
り
ま
す
。
い
き
な
り
下
見

と
言
っ
て
も
不
安
ば
か
り
で
す
。
そ

の
た
め
遠
足
下
見
か
ら
心
強
い
助
っ

人
と
し
て
応
援
団
の
方
に
お
願
い
し

ま
し
た
。

地
域
を
よ
く
知
っ
て
い
る
か
ら
こ

そ
コ
ー
ス
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
い

た
だ
い
た
り
、
見
学
地
で
解
説
を
し

て
く
だ
さ
っ
た
り
し
て
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

４
月
27
日
の
遠
足
本
番
で
も
、
地

域
で
ず
っ
と
大
切
に
さ
れ
て
き
て

い
る
文
化
財
な
ど
に
つ
い
て
、
子
ど

も
た
ち
に
分
か
り
や
す
く
教
え
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。「
自
分
の
足
で

歩
き
な
が
ら
地
域
を
知
る
」
と
て
も

大
切
な
学
習
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

�

四阿屋山から筑北村を臨む

現存している郷倉

青柳宿
～石垣の下を通る水路～

坂
井
小
学
校

「
お
話
さ
く
ら
ん
ぼ
」

�

の
読
み
聞
か
せ

坂
井
小
学
校
で
は
、
５
月
16
日

（
水
）
か
ら
25
日
（
金
）
ま
で
全
校

で
読
書
旬
間
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

期
間
中
の
22
日
（
火
）、
朝
の
活
動

の
時
間
に
、坂
井
っ
子
応
援
団
の「
お

話
さ
く
ら
ん
ぼ
」
の
み
な
さ
ん
に
来

校
い
た
だ
き
、
子
ど
も
た
ち
へ
読
み

聞
か
せ
を
し
ま
し
た
。

今
年
度
、「
お
話
さ
く
ら
ん
ぼ
」

は
会
員
数
10
名
で
活
動
さ
れ
て
い
ま

す
。（
新
し
い
会
員
を
迎
え
て
、
男

性
会
員
は
２
名
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
）
毎
月
第
１
木
曜
日
に
坂
井
公
民

館
に
集
ま
っ
て
、
読
み
聞
か
せ
用
の

本
を
選
ん
だ
り
、
読
む
練
習
を
し
た

り
し
な
が
ら
、
坂
井
小
へ
行
く
会
員

の
調
整
を
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

今
回
は
、
各
学
年
へ
１
名
ず
つ

入
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
読
ん
で

い
た
だ
い
た
本
は
、

１
学
年
「
一
年
生
に
な
っ
た
か
ら
」

２
学
年
「
ち
り
ん
の
す
ず
」

３
学
年
「
島
引
き
お
に
」

４
学
年
「
な
い
た
あ
か
お
に
」

５
学
年
「
た
ん
ぼ
く
ん
」

６
学
年
「
ハ
ワ
イ
国
」

で
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、
読
み
聞
か
せ
が

大
好
き
で
す
。
低
学
年
児
童
は
も
ち

ろ
ん
、
６
年
生
に
な
っ
て
も
、
絵
本

に
身
を
乗
り
出
し
て
見
聞
き
し
て
い

る
姿
が
見
ら
れ
ま
す
。

本
校
は
小
人
数
で
す
の
で
、
全
員

が
本
ま
で
の
距
離
が
近
く
、
挿
絵
が

よ
く
見
え
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
頭

の
中
に
は
、
想
像
が
広
が
っ
て
い
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

「
お
話
さ
く
ら
ん
ぼ
」
の
読
み
聞

か
せ
は
、５
月
か
ら
来
年
２
月
ま
で
、

第
４
火
曜
日
を
中
心
に
、
計
10
回
予

定
し
て
い
ま
す
。
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聖
南
中
き
さ
さ
げ
応
援
団
の
活
動
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

聖
南
中
学
校
に
は
信
州
型
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
「
聖
南
中
き
さ
さ

げ
応
援
団
」が
あ
り
ま
す
。
今
年
度
、

こ
の
組
織
が
立
ち
上
が
っ
て
４
年
目

に
入
り
ま
す
。

【
組
織
に
つ
い
て
】

応
援
団
長
：
関
川�

貞
二
さ
ん

副
団
長　

：
洞�

圭
司
さ
ん

副
団
長　

：
花
岡�

好
道
さ
ん

を
は
じ
め
、
今
年
度
は
37
名
の
応
援

団
員
の
登
録
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

今
年
度
、
こ
こ
ま
で
の
活
動
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

〔
紹
介
式
〕

４
月
27
日
、
参
観
日
の
折
に
、
全

校
生
徒
に
今
年
度
お
世
話
に
な
る
き

さ
さ
げ
応
援
団
の
皆
さ
ん
を
紹
介
し

ま
し
た
。

〔
夢
プ
ロ
「
善
光
寺
街
道
を
歩
こ
う

～
立
峠
を
越
え
て
青
柳
宿
へ
」〕

４
月
26
日
、
１
・
２
年
生
が
「
善

光
寺
街
道
を
歩
こ
う
・
立
峠
を
越
え

て
青
柳
宿
へ
」
の
体
験
学
習
に
臨
み

ま
し
た
。
応
援
団
の
小
瀬
佳
彦
さ
ん

た
「
あ
ー
、
わ
か
る
」
だ
と
思
い
ま

す
。
道
の
魅
力
を
感
じ
ら
れ
た
こ
と

で
し
ょ
う
。

〔
ど
っ
こ
い
清
掃
交
流
会
〕

生
徒
会
が
「
今
年
で
40
年
目
の

ど
っ
こ
い
清
掃
を
聖
南
中
の
先
輩
方

と
共
に
、
ま
だ
ど
っ
こ
い
清
掃
を
知

ら
な
い
方
と
共
に
行
い
、
発
展
さ
せ

た
い
」
と
願
い
、
保
護
者
と
地
域
の

方
に
呼
び
か
け
て
行
い
ま
し
た
。

〔
自
己
啓
発
「
福
祉
」〕

「
体
験
し
て
み
る
と
声
を
か
け

て
も
ら
う
と
と
て
も
安
心
し
た
の

で
、
声
を
か
け
る
こ
と
は
大
事
だ
と

思
い
ま
し
た
。
障
が
い
を
も
っ
て

い
る
人
が
困
っ
て
い
た
ら
声
を
か

け
て
あ
げ
た
い
な
と
思
い
ま
し
た
。」

（
１
年
女
子
）

に
ガ
イ
ド
を
お
願
い
し
て
、
江
戸
時

代
か
ら
こ
の
道
を
歩
い
て
い
た
沢
山

の
人
の
思
い
を
想
像
し
な
が
ら
会
田

方
面
か
ら
立
峠
に
入
り
ま
し
た
。

峠
を
越
え
、み
な
く
る
館
の
手
前
、

「
腹
へ
っ
た
ー
」
を
連
発
し
て
い
る

生
徒
た
ち
。「
こ
こ
（
乱
橋
）
に
宿

が
あ
る
と
あ
り
が
た
い
？
」
と
聞
く

と
「
あ
ー
、
わ
か
る
」
と
う
な
ず
き

ま
す
。「
乱
橋
は
宿
場
だ
っ
た
」
と

知
識
を
教
え
ら
れ
て
も
「
へ
ぇ
」
は

出
て
き
ま
す
が
、「
わ
か
る
」
は
出

て
き
ま
せ
ん
。
立
峠
を
越
え
て
街
道

を
越
え
た
体
だ
か
ら
こ
そ
出
て
き

「
一
番
心
に
残
っ
た
の
は
『
全
て

を
助
け
て
あ
げ
る
こ
と
が
親
切
で
は

な
い
』
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
で
す
。
言

わ
れ
る
ま
で
あ
ま
り
気
に
し
て
い
な

か
っ
た
の
で
す
が
、
今
日
来
て
い
た

車
イ
ス
の
人
も
手
助
け
し
な
く
て
も

自
分
で
で
き
る
こ
と
も
あ
る
し
慣
れ

て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
も

あ
る
そ
う
で
す
。」（
３
年
女
子
）

１
・
２
年
生
は
今
回
の
疑
似
体
験

を
通
し
て
「
障
が
い
」
の
あ
る
方
と

自
分
と
の
違
い
を
実
感
し
ま
し
た
。

そ
れ
が
「
声
を
か
け
た
い
」
と
い
う

願
い
に
つ
な
が
っ
た
学
習
で
し
た
。

３
年
生
は
、
実
は
そ
の
実
感
は
、

そ
の
人
の
立
場
に
立
っ
た
も
の
で
は

な
い
こ
と
、
そ
の
人
の
立
場
を
想
像

し
て
考
え
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
ん

だ
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

�

（
文
責　

教
頭
）

立峠にて　遥かに聖南中が見えました

こんなに大変なの？

どっこい！　どっこい！
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コ
ラ
ム

「
蛇
口
を
ひ
ね
れ
ば
水
が
出
る
」

日
本
に
生
き
る
私
た
ち
に
と
っ
て

は
当
た
り
前
と
思
っ
て
生
活
を
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
先
月
の
大

阪
を
襲
っ
た
地
震
で
、
災
害
が
起

き
る
と
当
た
り
前
で
は
な
く
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
人
は
普
段
の

生
活
で
、
１
日
あ
た
り
に
使
う
水

の
量
は
、
１
人
あ
た
り
約
２
４
０

リ
ッ
ト
ル
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

記
憶
に
あ
る
阪
神
・
淡
路
大
震

災
が
起
き
て
す
ぐ
の
１
週
間
、
１

人
あ
た
り
に
与
え
ら
れ
た
水
の
量

は
た
っ
た
の
16
リ
ッ
ト
ル
で
し

た
。
震
災
か
ら
２
週
間
経
っ
て
も

そ
の
量
は
23
リ
ッ
ト
ル
程
度
と
、

普
段
の
生
活
で
使
う
水
の
量
と
比

べ
る
と
そ
の
差
は
歴
然
で
す
。

こ
の
よ
う
な
経
験
を
さ
れ
た
方

の
多
く
は
、「
蛇
口
を
ひ
ね
れ
ば

水
が
出
る
」
と
い
う
普
段
の
暮
ら

し
が
い
か
に
恵
ま
れ
て
い
る
か

を
、
現
代
人
は
身
を
も
っ
て
知
っ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

�

お
祭
り
大
好
き
男
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頑
張
っ
て
ま
す
！

マ
ッ
ス
ル
教
室

風
の
た
よ
り

　
青
い
夕
暮
れ

陽
が
長
く
な
り
、
眩
し
い
日
中
の

陽
射
し
が
和
ら
ぐ
、
夕
暮
れ
時
が
待

ち
遠
し
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

陽
が
沈
み
、
辺
り
一
面
が
赤
く

照
ら
さ
れ
る
よ
う
に
見
え
る
「
夕

焼
け
」
を
見
る
こ
と
は
少
な
い
と

思
い
ま
す
が
、
筑
北
村
の
こ
の
時

季
の
夕
暮
れ
は
、
と
て
も
美
し
い

と
思
い
ま
す
。

そ
れ
は
、
辺
り
一
面
が
青
い
光

に
照
ら
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え

る
、「
青
い
夕
暮
れ
」
を
体
感
で

き
る
か
ら
で
す
。

「
夕
焼
け
」
が
日
没
前
か
ら
日

没
後
ま
で
見
ら
れ
る
こ
と
と
は
対

照
的
に
、
こ
ち
ら
は
本
来
な
ら
ば

日
没
後
の
わ
ず
か
数
分
間
の
み
に

見
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
日
没
前

か
ら
太
陽
が
山
に
隠
れ
て
い
る
お

か
げ
か
、
筑
北
村
で
は
こ
の
時
間

を
少
し
長
く
感
じ
ま
す
。

「
青
い
夕
暮
れ
」
は
、「
ブ
ル
ー

モ
ー
メ
ン
ト
」
と
も
い
い
、
天
気

が
よ
く
雲
が
無
い
、
空
気
の
澄
ん

だ
日
に
だ
け
現
れ
る
現
象
で
す
。

も
と
も
と
薄
明
り
の
時
間
が
長

い
北
欧
で
生
ま
れ
た
言
葉
で
、
白

夜
の
時
期
に
は
数
時
間
に
わ
た
り

み
る
こ
と
が
で
き
る
そ
う
で
す
。

青
い
光
に
照
ら
さ
れ
て
、
赤
い

花
は
よ
り
艶
や
か
に
、
白
い
花
は

幽
美
に
、
木
々
の
緑
色
は
深
く
浮

か
び
あ
が
り
ま
す
。
し
ん
と
し
た
、

な
ん
と
も
言
え
な
い
情
緒
が
あ
り

ま
す
。

た
く
さ
ん
「
青
い
夕
暮
れ
」
が

見
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ

だ
け
空
気
が
澄
ん
で
い
る
と
い
う

こ
と
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
中
で
、

ゆ
っ
く
り
と
虫
の
声
や
川
の
音
を

聞
き
な
が
ら
涼
を
取
る
の
も
い
い

も
の
で
す
。

筑
北
村
の
印
象
的
な
こ
の
「
青

い
夕
暮
れ
」
の
時
間
、
こ
れ
か
ら

も
大
事
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

�

有
那
た
ま

こ
の
四
月
か
ら
マ
ッ
ス
ル
教
室
が

盛
況
で
す
。
以
前
に
も
ク
ラ
ブ
紹
介

さ
れ
ま
し
た
が
、
マ
ッ
ス
ル
教
室
は

①�

ラ
ン

②�

ス
ク
ワ
ッ
ト

③�

腕
の
筋
力
運
動

の
３
種
類
の
運
動
を
５
セ
ッ
ト
行

い
ま
す
。
運
動
時
間
は
１
か
ら
４

セ
ッ
ト
目
ま
で
は
二
十
秒
ず
つ
、
５

セ
ッ
ト
目
は
三
十
秒
ず
つ
で
す
。
正

味
六
分
弱
程
度
で
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
運
動
の
間
に
は
イ
ン
タ
ー
バ
ル
を

置
き
ま
す
か
ら
、
準
備
体
操
や
整
理

体
操
を
い
れ
て
三
十
分
程
度
の
運
動

時
間
で
す
。

速
い
動
作
を
す
る
た
め
の
筋
力
を

鍛
え
る
運
動
で
す
の
で
、
中
村
先
生

の
「
速
く
、
も
っ
と
速
く
」
の
掛
け

声
と
と
も
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

教
室
開
設
当
初
か

ら
の
親
子
ほ
ど
の
年

の
差
メ
ン
バ
ー
た
ち

も
ず
っ
と
続
い
て
い

て
、「
な
ぜ
？
」
と

問
う
と
・
・
・

「
楽
し
い
か
ら
」「
翌

日
気
分
爽
快
な
ん
で

す
よ
ね
」「
な
ぜ
か

来
ち
ゃ
う
ん
で
す
。」

確
か
に
来
る
の
が

嫌
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
。運
動
を
し
て
、

汗
を
流
し
て
、
気
分
よ
く
、
サ
サ
ッ

と
帰
り
ま
す
。「
と
く
ら
」
で
入
浴

し
て
い
く
人
も
い
ま
す
。

新
し
い
人
た
ち

も
皆
で
頑
張
ろ
う

と
入
っ
て
き
た
よ

う
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
健
康

の
た
め
（
ち
ょ
っ
と

は
ダ
イ
エ
ッ
ト
も
）

長
く
続
け
て
い
き
ま

し
ょ
う
。
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６
月
６
日
、
昨
年
「
よ
う
こ
そ
！

筑
北
村
へ
」
で
紹
介
し
ま
し
た
中
野

晋
さ
ん
の
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
に
お

伺
い
し
ま
し
た
。

入
り
口
を
入
る
と
、
奥
行
き
の
あ

る
庭
に
色
と
り
ど
り
の
バ
ラ
や
草
花

が
咲
き
誇
っ
て
い
ま
す
。
ゆ
っ
く
り

テ
ィ
ー
タ
イ
ム
を
楽
し
み
た
い
と
思

わ
す
素
敵
な
お
庭
で
す
が
、
今
日
は

残
念
な
が
ら
雨
模
様
。
し
か
し
、
か

え
っ
て
色
鮮
や
か
に
も
感
じ
ま
す
。

お
客
様
も
、
こ
の
数
日
で
百
人
ほ

ど
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
そ
う
で
す
。

こ
こ
筑
北
村
は
大
阪
と
は
５
℃

く
ら
い
温
度
差
が
あ
る
と
か
。
大

阪
で
は
ジ
キ
タ
リ
ス
な
ど
の
多
年

草
は
夏
の
暑
さ
に
や
ら
れ
て
枯
れ

て
し
ま
う
の
で
、
ち
ょ
っ
と
寒
い

く
ら
い
が
い
い
ん
で
す
よ
、
と
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
が
、
冬
は
や
は

り
バ
ラ
の
枝
の
先
端
が
凍
結
し
て

し
ま
う
そ
う
で
す
。

庭
に
は
四
季
咲
き
の
バ
ラ
も
あ

り
、
秋
の
ほ
う
が
よ
り
鮮
や
か
な
色

に
な
る
そ
う
で
す
。
た
だ
、
無
農
薬

の
た
め
、
病
気
に
よ
り
葉
が
落
ち
る

と
花
が
咲
か
な
く
な
り
、
花
数
も
５

分
の
１
ほ
ど
に
な
っ
て
し
ま
う
の
だ

そ
う
で
す
。
見
ご
ろ
は
十
月
中
旬
頃

と
の
こ
と
、
ま
た
お
伺
い
し
た
い
も

の
で
す
。

バ
ラ
は
、
愛
で
る
だ
け
で
は
な
く

何
か
さ
れ
て
い
ま
す
か
、
と
お
尋
ね

し
た
と
こ
ろ
、
ポ
プ
リ
に
し
た
り
、

ジ
ャ
ム
に
で
き
る
バ
ラ
も
あ
る
と

か
。
バ
ラ
風
呂
も
い
い
で
す
よ
、
と

言
わ
れ
ま
し
た
。

他
に
ポ
リ
ジ
な
ど
の
ハ
ー
ブ
も
あ

り
、
今
年
は
タ
イ
ム
が
き
れ
い
な
花

を
咲
か
せ
、
庭
の
片
隅
に
置
い
た
巣

箱
の
中
で
は
、
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
が
雛

を
か
え
し
た
そ
う
で
す
。

本
城
地
域
に
住
む
登
山
ガ
イ
ド
田

村
茂
樹
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

―
結
婚
を
機
に
筑
北
村
へ
移
住　

長
野
県
内
の
北
・
南
・
中
央
ア
ル

プ
ス
や
八
ヶ
岳
の
山
々
を
主
な
活
動

範
囲
と
し
、
お
客
様
を
山
に
ご
案
内

し
て
い
ま
す
。
東
京
都
出
身
で
、
結

婚
を
機
に
筑
北
村
へ
移
住
し
ま
し

た
。
ま
た
筑
北
村
は
交
通
の
便
が
良

く
、
県
内
の
山
々
へ
行
き
や
す
く
登

山
が
好
き
な
方
に
お
す
す
め
で
す
。

―
身
近
な
も
の
が
面
白
い
！

東
京
か
ら
信
州
の
山
に
通
っ
て
い

た
頃
は
全
国
的
に
有
名
な
山
し
か
知

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
実
際
に
住
ん

で
み
る
と
、
里
や
里
山
な
ど
身
近
な

と
こ
ろ
に
面
白
い
も
の
が
た
く
さ
ん

あ
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。
そ
れ

ら
も
伝
え
方
を
工
夫
す
れ
ば
興
味
を

持
っ
て
い
た
だ
け
る
手
応
え
を
感
じ

て
い
ま
す
。
そ
の
取
組
の
一
環
と
し

て
、
公
民
館
、
登
山
道
整
備
、
善
光

寺
街
道
協
議
会
な
ど
の
活
動
に
携

わ
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
里
山
は
様
々
な
角
度
か
ら

山
に
関
わ
る
方
が
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

が
独
特
の
世
界
観
を
持
っ
て
い
ま

す
。
そ
ん
な
面
白
さ
を
伝
え
ら
れ
る

よ
う
、
山
菜
・
き
の
こ
採
り
、
狩
猟
、

山
伏
修
行
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

―
今
後
の
取
り
組
み

筑
北
の
谷
の
山
並
み
は
優
し
く
、

毎
日
見
て
も
見
飽
き
な
い
魅
力
が
あ

り
ま
す
。著
名
な
山
々
だ
け
で
な
く
、

信
州
ら
し
い
、
筑
北
の
谷
ら
し
い
景

観
や
山
の
良
さ
を
多
く
の
人
に
伝
え

た
い
で
す
。
ま
だ
知
ら
な
い
こ
と
ば

か
り
で
す
の
で
、
村
の
み
な
さ
ん
か

ら
多
く
を
学
ん
で
次
の
世
代
に
引
き

継
い
で
い
き
た
い
で
す
。
そ
れ
が
こ

の
谷
と
縁
を
い
た
だ
い
た
自
分
が
ガ

イ
ド
と
し
て
な
す
べ
き
仕
事
だ
と
感

じ
て
い
ま
す
。

Ⅰ

Ⅱ
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６
月
10
日
に
、
村
外
11
名
が
、
石

仏
群
と
満
開
に
な
っ
た
「
都
忘
れ
」

を
見
に
安
宮
神
社
を
訪
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
筑
北
曼
陀
羅
ツ
ア
ー
企

画
（
村
民
企
画
主
催
）
が
、
村
外
か

ら
参
加
者
を
募
り
開
催
し
て
い
ま
す
。

当
日
は
、
あ
い
に
く
の
曇
り
空
で

し
た
。

参
加
者
は
、
県
道
12
号
線
の
修
那

羅
峠
駐
車
場
付
近
か
ら
歩
い
て
、
安

宮
神
社
へ
登
り
ま
し
た
。
神
社
に
着

く
と
、
目
に
入
っ
て
き
た
高
貴
な
紫

色
の
都
忘
れ
に
、
皆
さ
ん
感
動
し
て

い
ま
し
た
。
満
開
に
な
っ
た
境
内
の

都
忘
れ
を
見
た
あ
と
は
、
社
殿
の
裏

の
数
々
の
石
仏
を
拝
観
し
ま
し
た
。

石
仏
の
周
り
は
、
青
々
と
し
た
草

木
に
囲
ま
れ
て
い
て
、
自
然
の
姿
で

石
仏
が
置
か
れ
て
い
ま
し
た
。
参
加

者
は
主
催
者
側
の
説
明
を
聞
き
、
し

み
じ
み
と
石
仏

に
思
い
を
巡

ら
せ
て
い
ま
し

た
。
石
仏
拝
観

で
一
番
の
見
ど

こ
ろ
は
、
巨
木

の
幹
に
包
み
こ

ま
れ
た
「
十
一

面
観
音
」で
す
。

皆
さ
ん
代
わ
る

代
わ
る
そ
の
姿
を
見
て
「
巨
木
の
ブ

ナ
の
木
と
、
な
ぜ
こ
こ
に
観
音
様
が

あ
る
の
か
？
」
と
不
思
議
な
様
子
で

し
た
。

散
策
が
終
わ
り
、
参
加
者
全
員
で

都
忘
れ
と
一
緒
に
記
念
撮
影
を
し
ま

し
た
。

下
山
後
は
農
産
物
直
売
所
「
ま
ん

だ
ら
の
庄
」
へ
立
ち
寄
り
、
旬
の
物

を
お
買
い
物
し
ま
し
た
。

  
第
２
回

水
無
月
都
忘
れ
ま
つ
り

  

修
那
羅
山
石
仏
拝
観
＆

  

都
忘
れ
祭
り
ツ
ア
ー
開
催

６
月
10
日
に
坂
井
地
域
の
修
那
羅

山
安
宮
神
社
で
「
第
２
回
水
無
月
都

忘
れ
ま
つ
り
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
の
雨
に
引
き
続
き
今
年
も
台
風

の
接
近
に
よ
る
雨
が
心
配
さ
れ
ま
し

た
が
、
な
ん
と
か
曇
り
で
持
ち
こ
た

え
無
事
開
催
で
き
ま
し
た
。

境
内
は
都
忘
れ
の
花
が
満
開
で
と

て
も
綺
麗
で
し
た
。
み
な
さ
ん
カ
メ

ラ
に
収
め
て
い
ま
し
た
。
初
め
て
の

出
店
ブ
ー
ス
も
多
く
て
、
チ
ョ
ー
ク

ア
ー
ト
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
無
農

薬
栽
培
の
野
菜
の
販
売
、「
あ
め
つ

ち
ひ
か
り
堂
」
の
ケ
ー
キ
と
焼
き
菓

子
が
あ
り
ま
し
た
。
２
回
目
の
参
加

の
「
坂
井
ち
ょ
っ
と
や
る
会
」
の
薬

草
カ
フ
ェ
や
修
那
羅
の
お
や
き
を
販

売
す
る
「
し
ょ
な
ら
カ
フ
ェ
」
も
あ

り
寒
か
っ
た
の
で
温
か
い
飲
み
物
が

好
評
で
し
た
。

午
後
か
ら
の
ラ
イ
ブ
は
県
内
外
の

４
組
の
グ
ル
ー
プ
で
弾
き
語
り
あ

り
、
ソ
ロ
ギ
タ
ー
リ
ス
ト
あ
り
、
ギ

タ
ー
デ
ュ
オ
、
最
後
に
プ
ロ
の
バ
ン

ド
と
そ
れ
ぞ
れ
が
個
性
豊
か
で
聴
き

ご
た
え
の
あ
る
素
晴
ら
し
い
演
奏
で

し
た
。「
ラ
イ
ブ
」
と
い
う
と
大
音

量
で
騒
が
し
い
も
の
を
想
像
さ
れ
る

方
が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
今
回
の

ラ
イ
ブ
は
落
ち
着
い
た
曲
が
多
く
て

老
若
男
女
ど
の
年
代
の
方
で
も
楽
し

め
る
も
の
で
し
た
。

来
年
も
６
月
に
開
催
予
定
な
の
で

み
な
さ
ん
も
ぜ
ひ
い
ら
し
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

チョークアートの
ワークショップ

素晴らしかった「ライブ」

パンフレットを見ながら
散策するツアー参加者

巨木のブナの木を不思議に見入る
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館
報
編
集
後
記

行
っ
て
み
ま
し
ょ
見
て
み
ま
し
ょ

写真①

写真②

「
歴
史
を
感
じ
る
名
所
」

筑
北
の
谷
を
走
る
「
Ｊ
Ｒ
篠
ノ
井

線
」
に
は
、
多
く
の
踏
切
が
あ
り
、

そ
し
て
各
踏
切
に
は
、
各
名
前
が
付

い
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
珍
し
い
名
称

が
付
い
た
踏
切
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

皆
さ
ん
知
っ
て
い
る

よ
う
に
筑
北
の
谷
は
、

昔
は
善
光
寺
街
道
が

通
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の

「
牛
に
ひ
か
れ
て
善
光

寺
参
り
」
と
歌
わ
れ
た

善
光
寺
街
道
は
、
昔
の

「
中
山
道
」
と
「
北
国
街

道
」
を
連
絡
し
、
松
本

藩
や
松
代
藩
、
善
光
寺

へ
向
か
う
一
つ
の
道
と

し
て
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
た
め
正
式
名
「
北

国
西
脇
往
還
」
と
い
い
、

通
称
「
善
光
寺
西
街
道
」

と
い
う
別
名
も
あ
り
ま
す
。

明
治
時
代
に
な
り
、
塩
尻
～
長
野

間
に
、「
篠
ノ
井
線
」
が
善
光
寺
西
街

道
沿
い
に
建
設
さ
れ
ま
し
た
。そ
し
て
、

鉄
道
が
街
道
を
ま
た
ぐ
所
の
踏
切
に

は
、
そ
の
土
地
名
で
な
く
、
街
道
名

が
付
き
ま
し
た
。

今
現
在
も
、
そ
の
踏
切
が
存
在
し

て
い
ま
す
。

鉄
道
が
街
道
を
ま
た
ぐ
踏
切
箇
所

は
５
つ
の
箇
所
あ
り
ま
す
。
第
１
箇

所
は
、
塩
尻
市
原
新
田
で
、
第
５
箇

所
が
千
曲
市
八
幡
中
原
に
各
所
に
踏

切
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
筑
北
の
谷

は
、
３
つ
の
箇
所
も
篠
ノ
井
線
が
善

光
寺
西
街
道
を
ま
た
い
で
い
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
の
中
の
２
箇
所
は
現

在
で
も
踏
切
が
存
在
し
て
い
ま
す
。

１
つ
目
が
坂
北
地
域
の
長
畑
（
写

真
①
）
で
、
踏
切
名
「
第
３
西
街
道

踏
切
」
と
書
い
て
あ
り
ま
す
。

２
つ
目
は
麻
績
村
下
井
堀（
写

真
②
）
に
あ
り
「
第
４
西
街
道

踏
切
」
が
あ
り
ま
す
。

残
念
な
が
ら
残
り
の
１
箇
所

は
、
新
白
坂
ト
ン
ネ
ル
入
口
付

近
で
す
が
、
現
在
で
は
踏
切
が

あ
り
ま
せ
ん
。

皆
さ
ん
で
こ
の
踏
切
を
確
認

し
て
み
ま
せ
ん
か
！

館
報
第
76
号
を
お
届
け
し
ま
す
。

松
本
市
美
術
館
で
開
催
さ
れ
て
い

る
「
草
間
彌
生　

A
LL�A

BO
U
T
�

M
Y
�LO
V
E �

私
の
愛
の
す
べ
て
」

を
見
て
き
ま
し
た
。
草
間
さ
ん
は
松

本
市
出
身
の
世
界
的
前
衛
芸
術
家

で
、
水
玉
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
作
品

が
有
名
で
す
ね
。
松
本
市
内
の
其
処

か
し
こ
で
目
に
す
る
水
玉
も
す
っ
か

り
馴
染
ん
で
い
ま
す
。
美
術
館
の
玄

関
横
の
幻
の
華
に
迎
え
ら
れ
、
草
間

ワ
ー
ル
ド
の
中
へ
・
・
・
。
圧
倒
的

な
世
界
観
で
し
た
。
初
期
中
期
の
作

品
で
は
、
も
が
き
苦
し
ん
で
い
る
葛

藤
し
て
い
る
心
が
表
れ
て
い
る
よ
う

に
感
じ
ま
し
た
。「
わ
が
永
遠
の
魂
」

シ
リ
ー
ズ
の
作
品
が
60
作
以
上
が
展

示
さ
れ
て
い
る
部
屋
で
は
、
草
間
さ

ん
の
魂
の
叫
び
に
圧
倒
さ
れ
て
し
ま

い
ま
し
た
。「
南
瓜
へ
の
つ
き
る
こ

と
の
な
い
愛
の
す
べ
て
」
は
作
品
の

中
へ
入
れ
る
の
で
す
が
、
こ
れ
が
凄

い
！
草
間
さ
ん
に
は
世
界
が
こ
ん
な

風
に
見
え
て
い
る
の
か
、
と
衝
撃
で

し
た
。

私
は
知
ら
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

草
間
さ
ん
は
小
説
も
執
筆
さ
れ
て
い

る
そ
う
で
、
是
非
よ
ん
で
み
た
い
で

す
。
草
間
ワ
ー
ル
ド
に
浸
り
に
…

�

Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｏ
―
Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｎ
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＜センターへの持ち物＞
飲み物（水かお茶）、おむつ、おしり拭き、おむつ替え用タオル、お手ふき、ティッシュ、
ごみ袋など各自必要な物

あそびに
来る方へ

※詳しくは「にじいろカレンダー」を ご確認ください。

7 月から 9 月の行事予定
＜ 10 時までにお越しください＞

9 月
日 に ち 内 容

　5 日（水） 運動会
10 日（月） ベビーマッサージ
12 日（水） どんぐりくらぶ
26 日（水） 誕生会（８，９月）

～戸外あそび、散歩～

8 月
日 に ち 内 容
　7 日（火） キッズビクス
20 日（月） ベビーマッサージ
22 日（水） どんぐりくらぶ
29 日（水） 英語であそぼう

（変更になりました）

　　　～水・プールあそび～　　　

7 月
日 に ち 内 容

4 日（水） 救急法
6 日（金） 運動あそび

11 日（水） どんぐりくらぶ
23 日（月） ベビーマッサージ
25 日（水） 誕生会（６，７月）

～七夕・プールあそび～

暑い夏がやってきました。
子育て支援センターでは、プー

ルを用意して水あそびをしたり、
シャボン玉をして楽しめるよう
にしています。暑い日はお水の
冷たさが気持ちよいです。

夏ならではの遊びを楽しめる
よう計画していますので、たく
さん遊びに来て下さい。

～どんぐりくらぶ～
子育てが楽しくなる
講座です。
ミニ講座の後は、季節
に合わせた遊びや、製
作などあり、親子で楽
しみ、学べる場である
よう計画をしています。

お誕生日おめでとう
大きくなってね

ミニ講座の後、親子で
こいのぼり作ったよ

センターでは、育児・子育てのご相談を随時お受けします。
お気軽にご相談ください。
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子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

　
に
こ
に
こ
土
曜
楽
校

　
　
　
　
は
じ
ま
り
ま
し
た

もの作り教室 自然体験教室

今
年
度
の
に
こ
に
こ
土
曜
楽
校
は
、

「
も
の
作
り
教
室
」「
自
然
体
験
教
室
」

の
２
つ
の
教
室
が
あ
り
、
自
分
の
希

望
し
た
教
室
に
分
か
れ
て
行
い
ま
す
。

各
教
室
、
地
域
の
方
々
に
講
師
を
し

て
い
た
だ
き
、
様
々
な
体
験
活
動
を

し
て
い
き
ま
す
。

「
も
の
作
り
教
室
」
で
は
、
フ
ェ
ル

ト
、ビ
ー
ズ
、わ
ら
等
の
素
材
を
使
い
、

作
品
作
り
を
し
ま
す
。

「
自
然
体
験
教
室
」
で
は
、
坂
井
森

林
セ
ン
タ
―
、
安
坂
川
な
ど
、
坂
井

地
域
の
自
然
に
触
れ
活
動
を
し
ま
す
。

こ
の
、
教
室
の
活
動
に
お
い
て
、

地
域
の
方
と
の
か
か
わ
り
を
深
め
た

り
、
異
年
齢
集
団
で
習
得
す
べ
き
こ

と
を
学
び
な
が
ら
交
流
し
、
楽
し
み

な
土
曜
楽
校
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

開 講 式

講師の先生から、針の使
い方を聞いて羊毛フェルト
でキーホルダー作りをしま
した。
個性豊かな素敵な作品ば
かりでした。

講師の先生と危機管理
を学習しました。その後
２グループに分かれて、
ウォークラリーをしたり、
土手滑りをしたり、思いき
り自然の中で楽しんできま
した。

医療職を定年退職したメンバーが結成療
した『女性健康支援 SANBA の会』がた
指導をしてくださいます。導

肌を触ることで、ベビーの心と身体
と脳を育てることができます

親子のコミュニケーションのツール
になります

目を見て話かけることで親子の
絆作りができ、１歳までの経験
が一生の財産となり、思春期に
良い関係を築くことができます

ねんね期の赤ちゃん
はゆったりマッサー
ジ

ずりばいはいはい期
の赤ちゃんは親子で
体操

子どもへの声のかけ方や
遊び方、発達を促す関わ
り方を専門家の視点から
教えてもらいます。

子育て支援センターで月に１度
開催されているベビー
マッサージの様子を

お届けします。
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筑北村図書館　問い合わせ　℡：66-1115　（２２電話はつながりません。ご注意ください。）

セカンドブック ７月１日

図書館からのお知らせ

★夏休みおはなし会
日時：平成３０年８月９日（木） １０時００分～ 1 １時００分頃
場所：筑北村図書館　２階多目的室
内容：おはなしさくらんぼの皆さんの読み聞かせ、工作など

みんないっしょに　あそびに　きてね！

★夏休み上映会
日時：平成３０年８月１８日（土） １３時００分～ 1 ５時００分頃
場所：筑北村図書館　２階多目的室　
内容：湯本香樹実原作、相米慎二監督の「夏の庭　The Friends」を上映します。
あらすじ：小学 6 年生の「僕」はある日、山下というクラスメイトが祖母の葬式に出
席したという話を聞いて、「死」について考えるようになる。友達の河辺が、近所に 1
人で住んでいるおじいさんが死ぬのを目撃しようと提案し、3 人はおじいさんの生活
を見張ることになる…。

平成２７年４月２日～平成２８年４月１日生まれの今
年度３歳を迎えるお子さんを対象に行いました。当日は
読み聞かせと絵本の贈呈があり、みんな嬉しそうに本を
受け取っていました！参加したお母さんからは「子ども
が自分で選んだ絵本だったので、とても喜んでいました。」
という感想をいただきました。

筑 北 村 図 書 館 だ よ り
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今年度の図書館では「読み聞かせ講座」を全２回行います。今回はその1回目。講師は筑北村坂
北地域出身で、現在塩尻市立図書館で読書推進アドバイザーとして活躍されている松本美幸さんです。
絵本と科学、なかなか結びつかないと思いがちですが、日頃読んでいる絵本でも、ほんの少し視

点を変えるだけで科学絵本になりうる。ちょっとした実験も交えながら、科学絵本はこんなにも広が
りのある、楽しいものだと感心させられました。

科学絵本の世界へようこそ！ ６月１０日

蔵書点検のお知らせ

筑 北 村 図 書 館 だ よ り

　筑北村図書館と坂井図書室の蔵書点検を、通常
の休館日と合わせたこの期間中に行います。

８月２１日（火）～２８日（火）

　ご迷惑をお掛けしますが、ご協力よろしくお願
いします。尚、本の返却は「返却ボックス」をご
利用ください。

８月

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４

５ ６ ７ ８ ���9��
おはなし会

１０ １１

１２ １３ １４ １５ １６ １７ １８
上映会

１９ ２０ ２１ ２２ ２３ ２４ ２５

２６ ２７ ２８ ２９ ３０ ３１

★読み聞かせ講座②のご案内
　こちらの講師も引き続き松本美幸さんにお願いし、大人でも、大人だからこそ！知っ
て欲しい絵本の世界を紹介していただきます。その他にも高齢者向けの読み聞かせや、
子どもたちへの読み聞かせのアドバイスなども予定しています。
　参加は無料です。大勢の方のご参加お待ちしています。問合せは筑北村図書館まで。

日時：平成３０年９月９日（日） １０時００分～ 12 時００分まで
場所：筑北村図書館　２階多目的室　
内容：読み聞かせ講座②「地域とつながる読書活動」

蔵書点検



　修学旅行

「奈良・京都」

聖南中学校

筑北中学校
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